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【紹介者】エコミュージアム川根　岡田千里さん 
「里山三昧コース」は野菜も、魚も、肉もすべて地 
元川根産。ゆずの鉄火みそと、寒バエを網の上で 
あぶって召し上がってください。 

【紹介者】向原町農村交流館やすらぎ　鍋谷秀行さん 
向原の皆さんが手間ひまをかけて作ったえびす 
茶。やすらぎでホッと一息ついてください。やす 
らぎでは販売とお茶の振る舞いを行っています。 

た
か
み
や
湯
の
森
で 

酒
風
呂
に
つ
か
る
。 

【
紹
介
者
】た
か
み
や
湯
の
森
　
佐
々
木
慎
一
郎
さ
ん 

酒
風
呂
に
は
係
員
が
平
日
は
10
時
半
こ
ろ
、土
日
は
10
時
半
と 

１
時
半
こ
ろ
に
１
升
び
ん
で
湯
船
に
お
酒
を
注
い
で
い
ま
す
。 

【紹介者】吉田歴史民俗資料館　川尻真さん 
日本100名城にも選ばれた郡山の絵図を展示してい 
ます。絵図が何の目的に描かれたものなのかを、描か 
れている内容や文字から読み取って解説しています。 
そういう視点で見るとおもしろいですよ。 

【紹介者】 
　吉田温水プール　小谷有紀さん 
室温30～３１℃、水温も30～32℃、全タ 
イル床暖房で、冬でも温水プールでは泳 
げます。お正月に蓄えた体脂肪を吉田温 
水プールでふっ飛ばしましょう。 

【紹介者】 
　吉田温水プール　小谷有紀さん 
室温30～３１℃、水温も30～32℃、全タ 
イル床暖房で、冬でも温水プールでは泳 
げます。お正月に蓄えた体脂肪を吉田温 
水プールでふっ飛ばしましょう。 

今回の主な内容 
年頭のごあいさつ…………………………………………………2－3 
保育所・幼稚園・児童クラブ・児童館入所申込開始…………4－5 
地域力。下根振興会………6－7　 　安芸高田市のできごとホットな話題………8－9 
市民のコーナー人輝く……………………10　　　消防コーナー……………………11 
子育てコーナーげんきな親子………………………………………………12－13 
健康コーナー 健康　いい　カラダ……………14－15 
市政の動きあきたかたトピックス（申告、健康、定住、情報化）……………………………16－17 
お役立ち情報………………………18－22　　いにしえの安芸高田物語…………………………23

【
紹
介
者
】キ
ッ
チ
ン
蔵
　
丸
山
将
征
さ
ん 

子
ど
も
用
の
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、 

家
族
連
れ
で
肩
の
力
を
ぬ
い
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

予
約
し
て
も
ら
え
る
と
待
ち
時
間
が
少
な
く
な
る
と 

思
い
ま
す
よ
。神
楽
門
前
湯
治
村
℡
５４
│

０
８
８
８ 

お
す
す
め
情
報
い
っ
ぱ
い
 

　安芸高田市を北から南へ。い
ろいろ寄り道をしながら進んで
いきましょう。どんなおすすめ
にたどりつけるか。 

さあスタートです。 

【紹介者】桑田の庄　折田雅彦さん 
足の高いお膳に、手間と「喜んでもらいたい」という気持ち 
を込めた素朴な田舎料理を並べます。予約制で5人から 
受付をさせてもらっています。桑田の庄 ℡59－3010

【紹介者】道の駅　平岡賢司さん 
下関からくじら商品を8種類用意 
しています。中でも鯨本皮ブロッ 
クは、鯨の捕獲量が増えたこと 
に合わせて値下げ中ですよ。 

【紹介者】湧永製薬ハンドボール部　中山剛さん 
月～金曜の夕方6時の練習の見学は私たちも大歓迎です。 
皆さんから見てもらえていると思うと、一層、熱が入ります。 
来られるときは事前に連絡してもらえたらと思います。 

湧永製薬株式会社 ℡４５－２３３１ 
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吉田歴史民俗資料館で 
郡山絵図から学ぶ。 
吉田歴史民俗資料館で 
郡山絵図から学ぶ。 

ふりだし ふりだし 
【紹介者】 
ふれあいたかた産直市 
岡田輝昭さん 
ジャンボシイタケはふつうのシイ 
タケに比べて、かさが肉厚なの 
が特徴です。これからの季節、 
鍋物にも最適ですし、７～8ミリ 
に切ってしゃぶしゃぶにしても 
おいしいですよ。 

【紹介者】 
ふれあいたかた産直市 
岡田輝昭さん 
ジャンボシイタケはふつうのシイ 
タケに比べて、かさが肉厚なの 
が特徴です。これからの季節、 
鍋物にも最適ですし、７～8ミリ 
に切ってしゃぶしゃぶにしても 
おいしいですよ。 

7マス進む。 

ふ
り
だ
し
に

戻
る
。 

1回休み 

　道の駅「北の関宿安芸高田」の 
北ひもの市場 
で鯨を買う 

　 道の駅「北の関宿安芸高田」の 
北ひもの市場 
で鯨を買う。 

　エコミュージアム川根で 
『里山三昧』を味わう 
　エコミュージアム川根で 
『里山三昧』を味わう。 

　神楽門前湯治村で 
イタリア料理を味わう。 
　神楽門前湯治村で 
イタリア料理を味わう。 

　桑田の庄で膳にならんだ 
田舎料理を味わう。 

甲立駅から芸備線に乗る。 

　ふれあいたかた産直市で 
ジャンボシイタケを買う。 
　ふれあいたかた産直市で 
ジャンボシイタケを買う。 

　吉田温水プールで 
体脂肪を減らす。 
　吉田温水プールで 
体脂肪を減らす。 

　四季の里ふれあい農園で 
いちご狩りを楽しむ。 
　四季の里ふれあい農園で 
いちご狩りを楽しむ。 

　向原町農村交流館やすらぎ 
　　　でえびす茶を飲む。 
　向原町農村交流館やすらぎ 
　　　でえびす茶を飲む。 

【
紹
介
者
】

【
紹
介
者
】 

　
八
千
代

　
八
千
代
ふ
る
さ
と
農
園
　
清
木
康
弘

農
園
　
清
木
康
弘
さ
ん 

12
月
中
旬

月
中
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
い
ち
ご 

狩
り
。
一
番
一
番
お
い
し
い
時
期
時
期
の
い
ち
ご
を
皆 

さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ
く
た
め
、
予
約
制

予
約
制
と 

し
て
い
ま
す
。
来
て
い
た
だ
く
前
に
は
ご
連 

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
八
千
代

八
千
代
ふ
る
さ
と
農
園

℡
52
│

７
１
１
１ 

【
紹
介
者
】 

　
八
千
代
ふ
る
さ
と
農
園
　
清
木
康
弘
さ
ん 

12
月
中
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
い
ち
ご 

狩
り
。
一
番
お
い
し
い
時
期
の
い
ち
ご
を
皆 

さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ
く
た
め
、
予
約
制
と 

し
て
い
ま
す
。
来
て
い
た
だ
く
前
に
は
ご
連 

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
八
千
代
ふ
る
さ
と
農
園

℡
52
│

７
１
１
１ 

　 湧永満之記念体育館で湧永 
　ハンドボール部の練習を見学する。 
　 湧永満之記念体育館で湧永 
　ハンドボール部の練習を見学する。 
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弐拾 

弐壱 弐弐 
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3 2

　
環
境
に
恵
ま
れ
た
田
園
都
市
に
住

み
、
大
都
市
に
も
近
い
理
想
的
な
地

域
に
な
る
可
能
性
を
持
っ
た
安
芸
高

田
市
が
実
現
し
ま
す
。 

　
更
に
、
各
振
興
会
の
活
動
に
よ
っ

て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
充
実
し

た
、
理
想
的
田
園
都
市
を
め
ざ
し
て

本
年
も
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
安
芸
高
田
市
民
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
平
素
よ
り
市
政
の

運
営
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
集
中
豪
雨
等
の
発
生
に

よ
り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
多
く

の
被
害
を
み
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
に
、
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一

刻
も
早
い
復
旧
へ
む
け
努
め
て
ま
い

り
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
に
備
え
、

防
災
対
策
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
安
芸
高
田
市
は
、
本
年
３

月
１
日
に
は
合
併
満
３
年
を
迎
え
、

合
併
建
設
計
画
の
懸
案
事
項
も
か
な

り
軌
道
に
の
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
本
庁
舎
に
隣
接
し
て
建
設
中
の
第

２
庁
舎
・
総
合
文
化
保
健
福
祉
施
設

は
、
本
年
８
月
末
に
は
完
成
の
予
定

で
す
。
ま
た
、
農
業
振
興
の
大
き
な

柱
と
な
る
、
株
式
会
社
安
芸
高
田
ア

グ
リ
フ
ー
ズ
は
昨
年
１０
月
か
ら
操
業

を
開
始
し
、
地
場
の
農
産
物
に
付
加

価
値
を
つ
け
て
売
る
と
い
う
目
的
が

達
成
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
安
芸
高
田
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

柱
に
「
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

中
心
的
役
割
を
果
た
す
の
が
、
市
内

３２
の
地
域
振
興
会
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
振
興
会
で
は
、
自
主
的
に
い
ろ

い
ろ
の
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、
本
来

の
住
民
自
治
の
活
動
が
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

　
道
路
交
通
網
に
つ
い
て
は
、
国
道

５４
号
が
本
年
、
可
部
バ
イ
パ
ス
が
山

倉
ま
で
完
成
し
、
八
千
代
の
ト
ン
ネ

ル
ま
で
の
開
通
も
視
野
に
入
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
安
芸
高
田
と
東
広
島

を
自
動
車
専
用
道
で
結
ぶ
地
域
高
規

格
道
路
は
、
吉
田
向
原
間
で
地
元
の

協
力
に
よ
っ
て
測
量
に
入
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
道
路
交
通
網
の
整
備
に

よ
り
、
広
島
市
・
東
広
島
市
と
い
う

都
市
圏
が
時
間
的
に
非
常
に
近
く
な

り
ま
す
。 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 

安
芸
高
田
市
長 

児
玉
　更
太
郎 

　
安
芸
高
田
市
民
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
で
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
ま
た
、
安
芸
高
田
市
議
会
に
対
し

深
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
市
議
会
で
は
、
昨
年
１１
月
、
正
副

議
長
を
は
じ
め
と
す
る
構
成
替
え
を

行
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
議
長
に

再
任
い
た
だ
き
、
気
持
ち
を
新
た
に
、

そ
の
職
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。 

　
国
が
進
め
る
地
方
財
政
制
度
の
改

革
等
に
よ
り
、
一
部
的
な
税
源
移
譲

が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
国
庫
補
助
負

担
金
の
削
減
、
地
方
交
付
税
制
度
の

見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
財
源
の

大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
国

庫
支
出
金
、
地
方
交
付
税
の
安
定
し

た
確
保
が
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
景
気
雇
用
対
策
・
市
民
生
活

の
安
定
と
福
祉
・
教
育
文
化
の
向
上
、

さ
ら
に
よ
り
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
効
率
的
な
議
会

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
昨
年
９
月
１６
日
か
ら
の
大
雨
・
１７
日

接
近
の
台
風
１３
号
に
よ
り
被
害
を
受

け
ら
れ
た
み
な
さ
ま
に
は
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

未
復
旧
地
域
に
お
け
る
早
期
復
旧
を

願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
安

心
・
安
全
な
市
民
生
活
の
確
保
を
最

優
先
に
議
会
活
動
を
行
っ
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
本
年
８
月
に
は
、
第
２
庁

舎
と
総
合
文
化
保
健
福
祉
施
設
の
完

成
を
み
ま
す
。
市
民
福
祉
の
向
上
と

行
政
運
営
の
近
代
化
・
合
理
化
に
大

き
な
前
進
を
み
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
市
の
行
政
機
構
も
数
ヶ

所
に
分
散
し
、
市
民
の
皆
様
に
も
い

ろ
い
ろ
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
庁
舎
を

市
政
推
進
の
本
拠
地
と
し
、
議
会
と

し
て
も
、
心
を
新
た
に
致
し
ま
し
て

行
政
水
準
の
向
上
を
図
り
、
市
民
を

代
表
し
政
策
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
審

議
を
含
め
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し

て
、
な
お
一
層
努
力
を
注
い
で
ゆ
く

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
こ
こ
に
、
安
芸
高
田
市
民
の
皆
様

の
ご
多
幸
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

安
芸
高
田
市
議
会
議
長 

松
浦
　
利
貞 

2007.1

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 

賀新年 謹 
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○保育所（園）の紹介 

保育所（園）名 経営主体 定員 開　所　時　間 

吉田保育所 
吉田町吉田１９９８ 
℡４２－０６６２ 

可愛保育園 
吉田町山手６４７ 
℡４３－１７７６ 

入江保育園 
吉田町上入江１９８６－２ 
℡４３－１０１１ 

八千代南保育園 
八千代町上根１３７２ 
℡５２－３０４８ 

刈田保育園 
八千代町勝田１６７０ 
℡５２－２０９９ 

みどりの森保育所 
美土里町本郷１７１４－２ 
℡５４－０８８０ 

ひまわり保育所 
美土里町生田２９５８－１ 
℡５５－０８８０ 

ふなさ保育園 
高宮町佐々部５３１ 
℡５７－０００７ 

くるはら保育園 
高宮町原田３３８０－４ 
℡５７－１６３３ 

かわね保育園 
高宮町川根２７４９－１ 
℡５８－０２５９ 

小田東保育所 
甲田町高田原１６６３ 
℡４５－２１１８ 

甲立保育所 
甲田町上甲立３３７ 
℡４５－２１９９ 

小原保育所 
甲田町下小原３４７２－６ 
℡４５－２６５３ 

向原こばと園 
向原町坂５６－２ 
℡４６－２０１８ 

安芸高田市 

社会福祉法 

人　愛心会 

社会福祉法 

人　報正会 

財団法人 

愛児会 

財団法人 

愛児会 

安芸高田市 

安芸高田市 

安芸高田市 

安芸高田市 

安芸高田市 

安芸高田市 

安芸高田市 

安芸高田市 

安芸高田市 

１９０ 

１２０ 

４５ 

４５ 

３０ 

８０ 

３５ 

６０ 

６０ 

３０ 

８０ 

６０ 

４５ 

１１０ 

平　日７：３０～１８：３０ 

土曜日７：３０～１３：００ 

平　日７：１５～１８：４５ 

土曜日７：１５～１８：４５ 

平　日７：３０～１９：００ 

土曜日７：３０～１９：００ 

平　日７：３０～１９：００ 

土曜日７：３０～１８：３０ 

平　日７：３０～１９：００ 

土曜日７：３０～１８：３０ 

平　日７：３０～１８：３０ 

土曜日７：３０～１３：００ 

平　日７：３０～１８：３０ 

土曜日７：３０～１３：００ 

平　日７：３０～１８：３０ 

土曜日７：３０～１３：００ 

平　日７：３０～１８：３０ 

土曜日７：３０～１３：００ 

平　日７：３０～１８：３０ 

土曜日７：３０～１３：００ 

平　日７：３０～１８：３０ 

土曜日７：３０～１３：００ 

平　日７：３０～１８：３０ 

土曜日７：３０～１３：００ 

平　日７：３０～１８：３０ 

土曜日７：３０～１３：００ 

平　日７：３０～１８：３０ 

土曜日７：３０～１３：００ 

○新設（入所対象は、３歳未満児） 

保 育 所 名 経営主体 定員 開　所　時　間 

みつや保育所 
吉田町吉田１７８６ 

社会福祉法 

人　報正会 
６０ 

平　日７：３０～１９：００ 

土曜日７：３０～１９：００ 

平成１９年度 

保育所（園）・幼稚園・児童クラブ・児童館 

社会福祉課　℡４２－５６１５ 
学校教育課　℡４２－０３６０ 

入所申込を 
　　始めます。 
入所申込を 
　　始めます。 

■入所できる子どもは  

　保育所（園）に入所できる子どもは、保護者が次のい

ずれかに該当し、また同居の家族が保育できないと認め

られる場合です。 

１．昼間に家庭外で働いている 

２．昼間に家庭内で子どもと離れて家事以外の仕事を行

っている 

３．妊娠中か、出産後間もない 

４．病気や心身に障害がある 

５．長期にわたり病気や障害がある家族を介護している。 

６．災害の復旧に当たっている 

■入所申込の手続き 

●申込書の配布　１月９日（火）～１９日（金）に社会福祉

課か各支所市民生活課、各保育所（園）で配布 

●受 付 期 間　１月２２日（月）～３１日（水） 

●入所の決定　３月中旬に保護者へ通知。 

●保育料の決定　４月中旬に保護者へ通知。 

■広域入所を希望する場合 

　安芸高田市以外の保育所（園）を選択することができ

ます。ただし、市町村間で契約などが必要ですので事前

にご相談ください。 

■育休・産休明けで職務復帰する場合 

　保護者が育児休業・産後休暇取得後、職場に復帰を予

定している方は、２か月前までにはご相談ください。 

■その他 

●年度途中の入所は、随時行っておりますが、遅くても

入所希望日の２週間前までには必要書類を提出して

ください。 

●既に安芸高田市の保育所（園）へ入所している方は、「入

所基準に該当する欄の証明書」などの提出が毎年必要

ですので後日用紙を送付します。 

 

　詳しくは、社会福祉課または、各支所市民生活課へお問

い合わせください。 

　平成１９年４月に開所予定のみつや保育所

の運営について、指定管理者となる団体の公

募を行いました。 

　その結果、社会福祉法人　報正会（理事長　

松林行圓）に、議会の議決を得て決定しました。 

みつや保育所の指定管理者 
社会福祉法人　報正会に決定 

保 育 所（園）

吉田幼稚園　吉田町吉田　℡４２－２７８８ 

■開所時間　月～金曜日　９：００～１４：００ 

■対象と定員　　４・５歳児　７０名（各３５名） 

■休園日　毎週土曜日、日曜日、国民の祝日、 

学年始休業日（　４月　１日～４月　６日）、 

夏季休業日（　７月２１日～８月３１日）、 

冬季休業日（１２月２４日～１月　６日）、 

学年末休業日（　３月２６日～３月３１日） 

■昼食　主食（ごはん）のみ持参 

■服装　制服、制帽 

■入園手続き　入園申請書を１月１０日（水）から３０

日（火）までの間に、教育委員会学校教育課まで提出

してください（申請用紙は教育委員会または吉田幼

稚園に用意しています。） 

■お問い合わせ　教育委員会学校教育課学事係 

　　　　　　　　℡ ４２－０３６０（直通） 

幼 稚 園

■申込期日 

【第１次入会受付（小学１～３年生）】１月１５日（月）～２月１３日（火） 

【第２次入会受付（小学４～６年生）】２月１９日（月）～３月１２日（月） 
※平成１９年度より高学年の受け入れを開始いたします。ただし、施設の状況によ

り入会の可否を判断いたしますのでご了承ください。 

１月９日（火）から提出書類を社会福祉課児童福祉係、各支

所市民生活課、各施設にて配布 

児童クラブ・児童館

イルカクラブ 

にこにこクラブ 

郷野児童クラブ 

めだかクラブ 

小田東児童クラブ 

ひまわり児童クラブ 

小田児童クラブ 

刈田児童館 

根野児童館 

向原児童館 

施　　　 設 　　　名 

吉田町吉田１９７０ 

吉田町山手１１６５－３ 

吉田町上入江１９８６－２ 

美土里町本郷２８３０－１ 

甲田町高田原１４６０ 

甲田町上甲立４３３ 

甲田町上小原２０１７ 

八千代町勝田１６４７ 

八千代町上根１３７５ 

向原町坂３７－４ 

高田IC

中国自動
車道 

国
道
５４
号
線
 

県道３７号線 

甲立駅 

吉田口駅 

向原駅 

高宮 

向原 

甲田 

八千代 

美土里 

吉田 

かわね保育園

ひまわり保育所

みどりの森保育所

めだかクラブ
（美土里小学校内）

くるはら保育園

ふなさ保育園

小田児童クラブ
（小田小学校内）

刈田児童館

刈田保育園

根野児童館

八千代南保育園

ひの川幼稚園

可愛保育園

にこにこクラブ
（可愛小学校内）

入江保育園

郷野児童クラブ

小原保育所

向原こばと園 向原児童館
（向原駅ビル２Ｆ）

イルカクラブ
みつや保育所

吉田幼稚園
吉田保育所

甲立保育所
ひまわり児童クラブ

（甲田町福祉センター内）

小田東児童クラブ

小田東保育所

私立　ひの川幼稚園　平成１９年度園児募集 

八千代町佐々井1550-1　℡５２－２２０３ 

■開所時間　月～金曜日と第１・３・５土曜日　９：３０～１４：３０ 

　※預かり保育８：３０～１８：００ 

■対象と定員　３歳児　３０名（２２名募集）、４歳児　３５名（２１名募集）、

５歳児　３５名（１６名募集）　※３歳の誕生日から入園可能 

■休園日　第２・第４土曜日、日曜日、国民の祝日、学年始休園日（４月１日

～４月７日）、夏季休園日（７月２１日～８月３１日）、冬季休園日（１２月２４

日～１月６日）、学年末休園日（３月23日～３月31日） 

■昼食　週３日　お弁当持参、月曜日　ごはんのみ持参、水曜日　パン給食 

■服装　制服、制帽　　　※幼稚園バスあり 

■入園手続き　入園願書をすでに配布しており、現在入園願書受付中です。

（入園願書はひの川幼稚園に用意してあります） 

　
子
ど
も
を
各
施
設
へ
預
け
ら
れ
る
時
間
が

長
い
こ
と
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
便
利
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

預
か
る
側
に
と
っ
て
は
、
時
間
が
長
け
れ
ば

長
い
ほ
ど
、
家
庭
で
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を

奪
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ

ん
。
早
く
仕
事
が
終
わ
る
日
や
仕
事
が
休
み

の
日
な
ど
は
、
家
庭
で
の
生
活
を
大
切
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。 

　
最
近
、
親
の
子
ど
も
を
育
て
る
力
「
育
児

力
」
と
い
う
も
の
が
気
に
な
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
が
家
庭
か
ら
離
れ
れ
ば
離

れ
る
ほ
ど
、
親
の
「
育
児
力
」
が
身
に
つ
き

ま
せ
ん
。
核
家
族
化
が
進
み
、
男
性
の
育
児

参
加
の
割
合
が
増
え
た
こ
と
は
確
か
に
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
母
親
の
愛
情
が
必
要
な
時

に
必
要
な
だ
け
与
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
子
育

て
は
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
身
近
な
年
長

者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
保
育
所
な

ど
に
預
け
っ
ぱ
な
し
に
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
の
子
ど
も
は
自
分
で
育
て
る
気
持
ち
を

再
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

各
施
設
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ 

め
だ
か
児
童
ク
ラ
ブ
　
六
信
　
静
枝 

みつや保育所入所説明会 
■と　き　１月２０日（土）　午後３時～ 

■ところ　安芸高田市役所別棟第１会議室 

　　　　　（市役所前駐車場の中の建物） 
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が
入
っ
た
そ
う
で
す
。 

迎
え
た
本
番
。
み
ん
な
の
気
持

ち
を
ひ
と
つ
に
し
て
一
糸
乱
れ

ぬ
演
技
を
行
う
。
最
高
の
で
き

だ
っ
た
。 

　「
本
番
の
出
来
ば
え
は
最
高
で

し
た
。
こ
れ
だ
け
の
演
技
が
短

期
間
の
練
習
で
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
く
ら
い
、
一
糸
乱

れ
ぬ
演
技
で
し
た
。」
と
地
域
づ

く
り
部
部
長
の
平
重
武
夫
さ
ん

は
当
日
を
振
り
返
り
ま
す
。 

　
当
時
の
田
植
え
の
風
景
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
、
時
間
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
面
で
は
取
り
組
ん
だ
甲
斐
が

あ
っ
た
の
か
な
と
役
員
の
皆
さ

ん
は
感
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
つ
ら
い
田
仕
事
を
み

ん
な
で
気
持
ち
を
盛
り
上
げ
な

が
ら
行
う
田
楽
。
動
き
や
歌
の

中
に
工
夫
が
み
ら
れ
ま
す
。
地

域
の
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
知

恵
を
出
し
な
が
ら
１
つ
の
取
り

組
み
を
行
う
田
楽
は
、
非
常
に

現
在
の
地
域
づ
く
り
に
似
て
い

る
部
分
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た

そ
う
で
す
。 

　「
下
根
振
興
会
は
伝
統
芸
能
の

１
つ
に
小
さ
な
火
を
つ
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
大
き
な
火

に
し
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら
の

下
根
地
域
、
ま
た
八
千
代
地
域

の
取
り
組
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
末
田
会
長
。
最
初
か
ら
結
果

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
じ
わ

り
じ
わ
り
と
浸
透
し
て
い
く
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
田
楽
を
伝
承
し
た
い

と
い
う
新
本
さ
ん
の
熱
意
に
こ

た
え
た
下
根
振
興
会
。「
集
中
し

て
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
た
ら

何
で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
が

確
認
で
き
、
や
り
終
え
た
後
の

達
成
感
や
充
実
感
は
最
高
だ
っ

た
よ
」
と
役
員
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

お
よ
り
ん
祭
へ
田
楽
で
の
出
場
が

決
ま
っ
た
の
は
本
番
ま
で
20
日
ち

ょ
っ
と
。
参
加
者
を
募
る
と
こ
ろ

か
ら
は
じ
め
た
。 

　「
で
き
る
だ
け
大
勢
で
出
場
で

き
る
も
の
は
な
い
か
」。
下
根
振

興
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
は
頭
を
悩

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
悩
み
の
種
は

１１
月
の
は
じ
め
に
開
催
さ
れ
る
お

よ
り
ん
祭
で
の
振
興
会
対
抗
の
出

し
物
で
す
。
決
め
あ
ぐ
む
日
々
が

続
く
中
、
振
興
会
で
計
画
を
し
て

い
た
敬
老
会
が
９
月
の
台
風
災
害

の
た
め
に
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
敬
老
会
に
出
演
の
依

頼
を
し
て
い
た
の
が
、
八
千
代
芸

能
保
存
会
田
楽
部
が
指
導
さ
れ
た

中
学
生
た
ち
に
よ
る
田
楽
で
し
た
。

役
員
の
皆
さ
ん
は
、
田
楽
部
の
代

表
で
下
根
地
域
に
暮
ら
す
新
本
松

夫
さ
ん
の
田
楽
に
対
す
る
熱
意
を

知
っ
て
い
ま
し
た
。「
に
ぎ
や
か

で
古
式
豊
か
な
、
伝
統
あ
る
田
楽

に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
」
と
気
持

ち
は
固
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
時
す

で
に
祭
り
当
日
ま
で
１
か
月
を
切

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
八
千
代
の
田
楽
は
、
郷
土
芸
能

保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
伝
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
会
員

の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に
よ
っ

て
３０
年
間
あ
ま
り
田
ん
ぼ
で
の

実
演
は
行
え
な
い
年
が
続
い
て
い

ま
す
。
現
在
で
は
毎
年
八
千
代
中

１
年
生
の
指
導
が
唯
一
の
活
動
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
保
存
会
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
取
り
組
め
る
機
会
を

求
め
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
保
存

会
と
地
域
の
希
望
が
１
つ
に
重
な

っ
た
と
き
で
し
た
。 

　
役
員
の
皆
さ
ん
は
、
新
本
さ
ん

の
も
と
へ
田
楽
の
こ
と
を
１
か
ら

教
え
て
も
ら
い
に
出
か
け
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
は
じ
め
て
の
田

楽
で
す
。
必
要
な
人
数
や
準
備
物
、

練
習
方
法
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

基
本
的
な
計
画
を
立
て
た
後
は
、

人
数
集
め
で
す
。
地
域
全
体
か
ら

参
加
者
を
募
る
た
め
、
各
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
回
覧
を
回
し
ま
し
た
。

最
初
の
練
習
に
訪
れ
た
の
は
２０

数
人
で
し
た
が
、
役
員
の
皆
さ
ん

の
熱
心
な
呼
び
か
け
も
あ
り
、
小

学
３
年
生
か
ら
８１
歳
ま
で
の
幅

広
い
世
代
の
人
た
ち
が
、
一
番
多

い
と
き
で
約
４０
人
集
ま
り
ま
し
た
。 

大
太
鼓
や
小
太
鼓
、
早
乙
女
、
舞

台
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ

で
核
と
な
っ
て
も
ら
う
人
を
依
頼
。 

　
本
番
に
向
け
て
、
い
か
に
短
期

間
で
効
率
良
く
練
習
す
る
か
を
考

え
ら
れ
ま
し
た
。
特
徴
的
だ
っ
た

の
が
、
核
に
な
る
べ
き
人
を
選
定

さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
大
太
鼓
、

小
太
鼓
、
早
乙
女
、
笛
、
歌
を
歌

う
人
と
い
わ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー

ト
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
決
め
た
の
で

す
。
み
ん
な
を
指
導
し
な
が
ら
引

っ
張
っ
て
く
れ
る
人
を
新
本
さ
ん

か
ら
紹
介
し
て
も
ら
い
、
頼
ん
で

回
り
ま
し
た
。「
指
導
者
が
は
っ

き
り
と
し
た
こ
と
も
あ
り
、
短
時

間
で
も
で
き
る
と
い
う
見
通
し
が

立
ち
ま
し
た
。」
と
振
興
会
副
会

長
の
国
木
義
博
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

国
木
さ
ん
た
ち
役
員
は
、
裏
方

と
し
て
、
参
加
者
た
ち
に
は
時

間
が
な
い
と
い
う
不
安
を
与
え

な
い
よ
う
に
と
み
ん
な
で
常
に

楽
し
く
、
明
る
く
努
め
ら
れ
た

そ
う
で
す
。 

　
振
興
会
の
末
田
博
信
会
長
は

「
行
事
を
や
る
に
は
核
に
な
っ
て

力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
人
を
つ

か
む
こ
と
が
第
一
で
す
」
と
、

こ
れ
ま
で
信
じ
て
い
た
地
域
づ

く
り
の
取
り
組
み
方
が
間
違
っ

て
い
な
い
こ
と
を
再
確
認
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

　
練
習
は
当
初
６
回
を
計
画
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
出
る

か
ら
に
は
恥
を
か
き
た
く
な
い
」

と
２
回
ほ
ど
練
習
を
増
や
し
準
備
。

「
本
当
に
寝
言
に
歌
が
出
る
く
ら

い
、
本
番
ま
で
は
田
楽
の
こ
と

で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」
と

早
乙
女
を
務
め
た
古
石
尊
恵
さ

ん
は
話
し
ま
す
。
自
信
は
全
然

な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
み
ん

な
で
力
を
あ
わ
せ
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
練
習
中
に
地
域

か
ら
の
差
し
入
れ
も
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
も
関
心
を
持
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
と
、
練
習
を

さ
れ
て
い
た
皆
さ
ん
は
、
こ
れ

に
は
喜
ば
れ
、
一
層
練
習
に
熱

　 

　
八
千
代
の
祭
り
で
あ
る
お
よ
り
ん
祭
に
振
興
会
対
抗
の
出
し
物
が
計
画
さ

れ
て
い
た
。
で
き
る
だ
け
大
勢
で
出
場
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い

た
下
根
振
興
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
。
地
域
内
で
田
楽
の
保
存
に
情
熱
を
注
ぐ

方
の
顔
が
浮
か
ん
だ
。「
田
楽
を
し
よ
う
」。
地
域
で
一
致
団
結
し
て
成
功
を

め
ざ
し
た
。
出
場
す
る
多
く
の
人
に
と
っ
て
は
は
じ
め
て
の
田
楽
だ
っ
た
が
、

見
事
に
初
舞
台
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
重
労
働
で
あ
っ
た
田
仕
事
を
み

ん
な
の
協
力
に
よ
っ
て
乗
り
切
っ
て
い
た
当
時
の
文
化
に
ふ
れ
、
地
域
づ
く

り
の
原
点
と
、
み
ん
な
で
や
り
き
っ
た
達
成
感
を
味
わ
っ
た
。 

地域力。 
ＶＯＬ.９ 下根振興会 

地域振興推進員　辻駒健二と尋ねる イ
ベ
ン
ト
で
花
田
植
え
を
３０
年
ぶ
り
に
復
活
。 

　
　
　
　
　
消
え
か
け
て
い
た
伝
統
芸
能
の
灯
り
に
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
び
小
さ
な
火
を
つ
け
た
。 

　郷土芸能はとても１人や２

人で保存伝承できるものでは

ありません。地域ぐるみでの

支えによって守られるものだ

と私は思います。 

　川根でも田楽に取り組んで

いますが、振興協議会の行事

の１つに位置づけて組織的に

取り組んでいます。後継者の

育成も小学校の協力を得なが

ら、児童全員に参加をしても

らう仕組みを作っています。

また田楽の実演を行うのにも

費用が必要です。これはお祝

いやお花という形で協力をい

ただいています。こうしたい

ろいろな形での協力を多くの

皆さんから受けるたびに、「田

楽」は季節の風物詩であり、

地域の誇りとして絶やしては

ならないのだなと感じます。 

　このたびの下根振興会の皆

さんの取り組みは、短期間に

もかかわらず、すばらしい１

歩を踏み出されたなと思いな

がら話を伺いました。今後は

八千代の各振興会や振興会連

絡協議会で組織的に田楽の保

存をサポートする体制を検討

されてはいかがかなと思いま

した。きっと地域の盛り上が

りの１つのきっかけになるは

ずです。 

辻駒推進員の視点。 
　地域の支え 

２ ３ 

１ 

平成１８年４月１日現在 

下根 振 興会

人　口　１,０８８人

世帯数　３８８世帯

下 根 振 興 会

人　口　１,０８８人

世帯数　３８８世帯

下 根 振 興 会

人　口　１,０８８人

世帯数　３８８世帯

下 根 振 興 会

人　口　１,０８８人

世帯数　３８８世帯

１．下根振興会の役員の皆さんと、八千代芸能保存会田楽部の皆さん。そして辻駒健二推進員。 

２．練習は２時間。太鼓の拍子に合わせて田植え歌を歌うのがなかなかペースをつかめずに苦労したそうだ。 

３．当日は８曲の田植え歌によって実演した。田楽を会場の人も一緒に楽しんでもらいたいと、田植え歌

を印刷した紙を配った。 

４．衣装の洗濯代、練習時の飲み物代など費用もかかることも実感。また道具の管理の問題など、とても

１人や２人の力では伝統を守りきれないと感じられたという。 

４ 

す
え
　
た
　
ひ
ろ
の
ぶ 

し
ん
も
と
ま
つ 

お 

く
に
　
き
　
よ
し
ひ
ろ 

ふ
る
い
し
た
か
え 

ひ
ら
し
げ
た
け
お 
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このコーナーは市内のいろいろ
な出来事を紹介するコーナー 
です。 
皆さんの身近な出来事を知らせ
てください。 

連絡先 
安芸高田市　企画課 
TEL ４２－５６１２ 

〒７３１－０５２１ 
安芸高田市吉田町常友１５６４－２ 

Eメール　info@akitakata.jp

ホット 
な 
話  題 

　１１月１８日（土）こども歴史教室が開催され、市内の小学生３０名が

参加しました。この教室は（財）安芸高田市地域振興事業団が子ども

たちに体験を通して地域の歴史や文化を学んでもらおうと毎年開催

しているもので、今回はバスで向原町の戸島大塚古墳・琴比良神社・

尼子三兄弟ゆかりの墓や吉田町の明官地廃寺跡・中馬八塚古墳群な

どの史跡めぐりをしました。 

　参加した子どもたちは移動中の車内で地域にのこる伝説や史跡に

ついての説明を聞いた後、古墳や寺跡などの史跡を見学しましたが、

市内最大級の戸島大塚古墳の石室に入った子どもたちは室内の広さ

と積石の大きさにびっくりしていました。 

古墳の石室の中に入りました 
第13回こども歴史教室 

　吉田町の下新屋郷自治会は、７月から地域内の国道の美化活動を行

うボランティアロードに登録しています。１１月２６日（日）、活動を

紹介するサインボードが設置され、除幕式が開催されました。 

　地域内の皆さんはこの日、空き缶などごみ拾いを行った後に除幕式

に参加しました。国土交通省三次河川国道事務所長らとともに除幕の

綱を引いた下新屋郷自治会の井藤久子会長は「道路利用者にボランテ

ィアロードの取り組みや、きれいにしている人がいることを知っても

らいたい」とポイ捨てがなくなることを願うあいさつを述べました。

下新屋郷地域では、地域内の国道約６００ｍの歩道の清掃や花壇の植

栽などを行います。 

下新屋郷の国道は私たちがきれいにしています 
ボランティアロードのサインボード除幕式 

　１１月２６日（日）美土里町の神楽門前湯治村で今年最後の定期公演

が開催されました。この日の公演を担当した桑田天使神楽団は「葛城山」

と「大江山」を上演。神楽ドームに詰めかけた７７７人の観客を魅了

しました。 

　上演終了後、美土里町内の１３神楽団の代表者が舞台に上がり千秋

楽セレモニーが開催されました。美土里１３神楽団連合会を代表して

横田神楽団の久保良雄団長が「来年もまた１３団体が練習して皆さん

に満足していただけるような公演を行いたい」とあいさつ。代表者た

ちは１年間の感謝の気持ちを込め、桑田天使神楽団の恵比須舞の拍子

に合わせて餅まきを行いました。 

１年間の感謝の気持ちを込めて餅まき 
神楽門前湯治村定期公演の千秋楽 

　木の葉の舞う１２月８日。日本と東南アジア諸国の青年相互の友好

をねらいとして、自国の文化の紹介や奉仕活動を行う「東南アジア青

年の船」の参加者３０余名が、日本の教育現場が見たいという想いで、

刈田小学校の門をくぐりました。 

　土師・勝田地域振興会と佐々井地域振興会のメンバー２０数名は、

ＰＴＡの方々とともに、日本の食文化の一環を知ってもらおうと、む

すびを握り、臼と杵でつく餅つき大会を行ないました。 

　ゲームや紹介、授業参観や校内めぐりなど、なごやかな雰囲気の中

で交流が行われた1日でした。 

佐々井地域振興会レポーター　田村弘子 

２つの地域振興会が合同で「東南アジア 
青年の船」の皆さんをおもてなし 

あこがれの選手たちの技を近くで見た 
ふれあいサッカーフェスティバル 

　１１月２５日（土）美土里町の神楽門前湯治村神楽ドームでひろしま

神楽グランプリ２００６が開催されました。各地で開催された競演大会

で優勝など優秀な成績を残した神楽団が招聘されるこの大会。競演の

部に市内の広森、神幸、横田、上河内の４団体をはじめ北広島町、安

芸太田町、浜田市から計１０団体が出場し、鍛錬を積んだ舞を披露し

ました。 

　審査の結果、旧舞の部では「大江山」を上演した安芸太田町の川北

神楽団が、また、新舞の部では「新編伊吹山」を上演した美土里町の

上河内神楽団がグランプリを獲得しました。 

新舞の部で上河内神楽団が2度目のグランプリ 
ひろしま神楽グランプリ2006

　１１月１９日（日）、甲田町の１５区地域振興会（会長　末石靖尚）は地

域の畑で作った、コンニャク、小芋を４０キロあまり収穫し、会員４０

名で芋煮会を盛大に行いました。 

　今年で４回目の収穫祭は、あいにくの雨の中、自慢づくり部が来年

のとんど会場の整備や葉牡丹などを手入れし、ふれあい部が掘り出し

たばかりの小芋やコンニャクを料理して、参加者全員で食べました。

汗をかいた後の飲み物と煮物は格別おいしいと箸が進み、料理した物

はほとんどなくなりました。自然の恵みに感謝し、来年も、もっとた

くさんの小芋を作ろうと会員一同の結束を深めると共に、また夢が大

きく膨らみました。 

小田東地域振興会レポーター　大前直行 

収穫したてのコンニャクと小芋の味は格別 
甲田町15区地域振興会の収穫祭 

すえいしやすたか 

おおまえなおゆき 

　１１月１２日（日）に吉田サッカー公園でふれあいサッカーフェスティバルが開催され

ました。子どもたちにサッカーの楽しさを知ってもらおうと市地域振興事業団が毎年

行っているもので、今回で１３回目。天然芝のグラウンドであこがれのプロ選手とサッカー

ができるとあって広島市内や遠くは県外から幼児や小学生約４００名の参加がありました。 

　午前中のサッカースクールではサンフレッチェユースチームの森山監督をはじめ

コーチ陣やユース選手・市サッカー協会コーチからパスやドリブルなどの基本練習の

指導を受けました。午後からは、ペトロヴィッチ監督やトップチームの選手２１名が登場。

森　和幸選手やウェズレイ選手のシュートを間近で見た子どもたちは大喜び、天然芝

グラウンドでのプロ選手とのミニゲームでは大きな歓声をあげていました。 

い　とうひさ　こ 

く　ぼ　よし　お 

た　むらひろ　こ 
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防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
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安芸高田消防署 

11月 の出動件数 

※下段の（　）は 
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２件 

１０７件 

３件 

３件 
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
１

月
１７
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
」
で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
を
含
む
１

月
１５
日
か
ら
２１
日
ま
で
を
「
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。 

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
自
主

防
災
活
動
及
び
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
災
害
対
策
を
迅
速
に
行
う
上
で

重
要
な
役
割
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
延
べ
１

４
０
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的

に
炊
き
出
し
や
物
資
の
運
搬
、
避
難
生

活
の
支
援
活
動
な
ど
を
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
広
島
県
に
お
い
て
も
平
成
１３
年
の

芸
予
地
震
の
際
、
呉
市
で
災
害
直
後
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
、
延
べ
１，
２
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
瓦
礫
や
泥
の
撤
去
、
清
掃
な

ど
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

防
火
餅
つ
き 

　
安
芸
高
田
市
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
八

千
代
南
保
育
園
、
刈
田
保
育
園
、
ひ
の

川
幼
稚
園
で
防
火
餅
つ
き
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
、
地
元
の
消
防

団
員
の
方
も
一
緒
に
な
っ
て
「
火
の
用

心
！
」
と
大
き
な
声
で
叫
び
な
が
ら
お

餅
を
つ
き
ま
し
た
。 

可愛保育園幼年消防クラブ 

ひの川幼稚園 
幼年消防クラブ 

刈田保育園 
幼年消防クラブ 

八千代南保育園 
幼年消防クラブ 

窓口での販売は朝7時から夕方

4時までの9時間。 

電話での問い合わせは 45 －

2024へ。 

甲立駅「甲迎館」はこうだ２１の

皆さんと地域の皆さんの管理に

よってきれいに保たれている。 

　１１月２０日、平成１８年度統計功労者表彰式が広島県

庁で行われ、吉田町の中村義知さんと、高宮町の唯杉知

弘さんがともに総務大臣表彰を受けられました。お２人

の統計調査指導員・調査員としての統計調査活動への長

年にわたる功労に対して表彰が行われたものです。 

統計功労者総務大臣表彰 

中村義知さん（吉田町）・唯杉知弘さん（高宮町） 

中村義知さん 

●青少年育成広島県民会議設立４０周年記念表彰 ■青少年育成功労者 

第 3セクターこうだ２１甲立駅事業部の皆さん 

なかむらよしとも ただすぎ　ち　ひろ 

　１１月５日（日）に広島市で青少年育成広島県民運動推進

大会が開催され、青少年健全育成功労者、青少年育成功

労者の表彰が行われ、安芸高田市から５名の皆さんが表

彰されました。 

青少年育成県民運動推進大会で 
安芸高田市から５名が表彰 

人 輝く。 

10

市民のコーナー 

芸備線のために。愛情を込めて切符を販売。 

人 輝く。 

11

　「列車にお客様が楽しく安心して乗車され、目的地に安全に旅行される

ことを願って販売しています」と話すのは清貞光儀さん。現在、甲立駅で

の切符の販売は、第3セクターこうだ２１の甲立駅事業部の清貞光儀さん、

山本雅隆さん、船川範昭さん、佐藤巧さんの4人が交代で取り組んでいます。

４人は、国鉄・ＪＲのＯＢで、長年、駅業務に携わってきたため全国の駅や

乗り継ぎの情報が頭に刻まれています。この特技ともいえる知識をいかし、

甲立駅の利用者に愛情を込めて、切符を販売しています。 

　皆さんにとって、地元の路線である芸備線はとても愛着があるそうです。

そして皆さんの心配事は芸備線の存続について。芸備線の利用者の減少は、

便数の減少につながりかねません。利用者の増加に少しでもつながればと

の気持ちで仕事に取り組んでいます。「時刻表や乗換えのことなどお気軽

に問い合わせてもらえたらと思います。そして、全国の特急券や乗車券は

帰りの切符も地元の駅で買ってもらえると芸備線の売り上げになります。」

とは清貞さん。みんなで芸備線を守りたいと願っていました。 

 

　
可
愛
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
が
防
火
の
願
い
を
込
め
て
一
生
懸

命
育
て
た
菊
が
大
き
な
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。 

　
消
防
署
の
玄
関
に
飾
ら
れ
た
白
や
黄

色
の
花
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。 

　
毎
年
１
月
２６
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。 

　
昭
和
２４
年
に
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼

損
し
た
火
災
を
教
訓
と
し
、
全
国
的
に

文
化
財
を
火
災
・
震
災
か
ら
保
護
す
る

た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
全
国
各
地
で
文
化
財
を

保
護
す
る
た
め
の
防
火
訓
練
や
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、
安
芸
高
田
市
に

お
い
て
も
毎
年
、
安
芸
高
田
消
防
署
、

安
芸
高
田
市
消
防
団
、
市
民
が
連
携
し
、

安
芸
高
田
市
内
に
あ
る
文
化
財
か
ら
出

火
し
た
と
の
想
定
で
訓
練
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
も
高
宮
町
に
あ
る
文

化
財
で
訓
練
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

西川佚夫さん（向原町） 
にしかわいつ　お 

　地域や学校、家庭に密着し

た活動を行われ、青少年への

声かけやあいさつ運動など積

極的に推進されています。 

水野俊太郎さん（甲田町） 
みず　の　しゅん　た　ろう 

　地域ボランティアの中核と

して、子どもの見守り活動に

積極的に取り組まれ、地域社

会に寄与されています。 

高野法雄さん（高宮町） 
たか　の　のり　お 

　子ども会の育成指導に取り

組まれつつ、家庭、学校、地

域が一体となった青少年健全

育成活動を展開されています。 

●広島県知事表彰 
■青少年健全育成功労者 

神川卓夫さん（吉田町） 
かみかわたく お 

　長年にわたり登校する児童へのあい

さつ・声かけ活動や地域の美化活動に

尽力され、地域で「あいさつおじさん」

と親しまれています。 

きよさだみつよし 

さ　とうたくみ ふながわのりあき やまもとまさたか 

唯杉知弘さん 

 

是貞一義さん（向原町） 
これさだかずよし 

　地域や学校、家庭に密着し

た活動を行われ、青少年への

声かけやあいさつ運動など積

極的に推進されています。 

（順不同） 
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月日・受付時間 

乳児健康診査 
平成１８年２月～３月生まれの
吉田町・八千代町在住の方 

1歳６か月児健康診査 
平成１７年４月～６月生まれ美
土里町・高宮町在住の方 

乳児健康診査 
平成１８年１月～３月生まれの
甲田町・向原町在住の方 

対　　　象 会　　　場 

会　　　場 月日・受付時間 相談会名 

（吉田） 
ふれあいセンター
いきいきの里 

（高宮） 
基幹集落センター 

※４か月児・２歳
６か月児相談
の対象者には
個人通知しま
す。 
 
対象：４か月児
相談は平成１８
年９月生まれ。
２歳６か月児
相談は平成１６
年７月生まれ。 
 
※歯ブラシをご
持参ください。 

お　知　ら　せ 

健診内容は診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における 

個別相談。 

※対象者には個人通知します。 

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です。 
　お気軽にご参加ください。 

問い合わせ　保健医療課　℡42－5619

1月12日（金） 
１０：００～１１：３０ 
１３：００～１４：３０ 

1月19日（金） 
１０：００～１１：３０ 
１３：００～１４：３０ 

1月9日（火） 
１０：００～１１：３０ 

（向原） 
保健センター 

（八千代） 
保健センター 

（甲田）　ふれあい 
センターこうだ 

（美土里） 
山村開発センター 

（吉田） 
ふれあいセンター
いきいきの里 

1月10日（水） 
１０：００～１１：３０ 

健康診査 

育児相談・4か月児相談・２歳６か月児相談 

１月９日（火） 
１０：００～１２：００ 

１月９日（火） 
９：００～１１：００ 

１月１６日（火） 
９：００～１１：００ 

１月１０日（水） 
９：００～１１：００ 

１月１６日（火） 
１０：００～１１：３０ 

１月１７日（水） 
１０：００～１１：３０ 

１月２３日（火） 
１０：００～１２：００ 

１月１８日（木） 
９：３０～１１：３０ 

１月２４日（水） 
１０：００～１１：３０ 

※子育てに関する悩み、相談も応じています。お気軽にお話くだ 
　さい。 
※上記保育所（園）以外は、随時、園庭開放を行っておりますが 
　行事の都合等がありますので保育所（園）にお問い合わせく 
　ださい。 

　子どもたちは友だちと遊んだり、お母さんと遊んだりと楽 

しい時間が過ごせます。そのかたわらで、お母さんたちは育 

児の悩みなど情報交換もできます。 

■持ってくるもの　お茶・着替え・タオル 

子育て支援 

保育所（園）名 日　　時 内　　　容 

かわね保育園 
℡５８－０２５９ 

小田東保育所 
℡４５－２１１８ 

甲立保育所 
℡４５－２１９９ 

くるはら保育園 
℡５７－１６３３ 

小原保育所 
℡４５－２６５３ 

講 演 会 

園　庭　開　放 

１月２６日（金） 
９：３０～１１：００ 

１月３１日（水） 
９：３０～１１：３０ 

１月２５日（木） 
１０：００～１１：３０ 

向原こばと園 
℡４６－２０１８ 

吉田保育所 
℡４２－０６６２ 

吉田保育所 
℡４２－０６６２ 

吉田保育所 
℡４２－０６６２ 

吉田幼稚園 
℡４２－２７８８ 

入江保育園 
℡４３－１０１１ 

ふなさ保育園 
℡５７－０００７ 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

１月１８日（木） 
１０：００～１１：３０ 

おにの面をつくろう 

園　庭　開　放 

1月18日（木） 

13：00～13：15

1月11日（木） 

13：00～13：15

1月25日（木） 

13：00～13：15

（吉田） 
ふれあいセンター 
いきいきの里 

（美土里） 

山村開発センター 

（向原） 

保健センター 
●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

●育児相談 

●育児相談 
●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

●育児相談 
●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

●育児相談 
●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

げんきな親子 
子育て中のみなさんを応援するコーナー。
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。 

　まず水道の水を流して患部を冷

やします。やけどがひどい時は

２０～３０分間冷やします。衣服

の上から熱湯がかかった時はすば

やく冷水をかけ、それから衣服を

脱がせます。衣服が皮膚にくっつ

いている時は無理に脱がせないで

冷水を十分にかけて冷やし、急い

で受診します。顔や頭にやけどを

した時、広範囲にやけどを負った

ときも急いで受診しましょう。 

あわてないで！あわてないで！ 
いざという時の対処方法いざという時の対処方法 

あわてないで！ 
いざという時の対処方法 

子育てワンポイント 

やけどをしたとき 

　頭を打ってもすぐに元気よく泣

いた場合はひとまず安心です。し

かし意識がなくなったり、鼻や耳、

口から出血したりけいれんがある

時は直ちに病院に運んでください。

打った時は何ともなくても数時間

後に容態が急変することもあるの

で、頭を強く打った後はしっかり

様子を見ておくことが大切です。 

頭を打ったとき 

　乳幼児は発熱した時にひきつけ

を起こすことがあります。これを

「熱性けいれん」と言います。突

然白目をむくのでびっくりします

があわてないことが大切です。舌

をかむことはないので割り箸など

は口に入れないようにしましょう。

熱性けいれんであれば数分でおさ

まります。おさまってもそれが本

当に熱性けいれんであったのかど

うか確かめる必要があるので小児

科医の診察を受けておくことが大

切です。けいれんがおさまらない

時は夜間でも急いで受診しましょ

う。熱を伴わないけいれんや頻繁

に起こす場合は熱性けいれん以外

の病気も考えられるので必ず受診

しましょう。 

ひきつけたとき 

会　　　場 月日・受付時間 

〔子育て相談会〕　　　　※個別相談で、予約が必要です。 

相　談　員 

児童福祉司 
心理判定員 

要予約（予約先：子
ども家庭センター
〈℡082-254-0381〉 
もしくは保健医療課） 

1月10日（水） 
１３：００～１５：００ 

（吉田） 
吉田人権会館 

要予約（予約先： 
保健医療課） 

心理判定員 
（子育て相談員） 

お　知　ら　せ 

1月15日（月） 
１０：３０～１５：００ 

2月7日（水） 
１３：００～１５：００ 

（吉田） 
ふれあいセンター 
いきいきの里 

（向原） 
保健センター 

要予約（予約先： 
保健医療課） 

心理判定員 
（子育て相談員） 

1月15日（月） 
９：３０～１１：３０ 

1月24日（水） 
１０：００～１１：３０ 

1月17日（水） 
１０：００～１１：３０ 

会　　　場 月日・時間 対象月齢・内容 

（甲田） 
ふれあいセンター 
こうだ 

（美土里） 
山村開発センター 1/23 ～ 1/26

1/9 ～１/12

申込み期間 

要予約 
（予約先：保健医療課） 

歯ブラシをご持参くだ
さい。 
要予約 
（予約先：保健医療課） 

お　知　ら　せ 

1月30日（火） 
１３：３０～１５：００ 

1月16日（火） 
１３：３０～１５：００ 

乳幼児健康教室 

乳幼児（９か月～1歳３か月児） 
～もぐもぐ離乳食～ 
・月齢に応じた離乳食 
・お口のケア 

乳児（３か月～８か月） 
～らくらく離乳食～ 
・月齢に応じた離乳食 
・お口のケア 

みどりの森保育所 
℡５４－０８８０ 

子どもを感染性胃腸炎から 
守りましょう!!

子どもを感染性胃腸炎から 
守りましょう!!

食べて歯っぴい～ 
お口の発達にあわせた離乳食の進め方とお口のケアをテーマに乳幼児教室を開催しています。 

「～らくらく離乳食～教室」より─離乳食準備期 

■主な症状　発熱、下痢、悪心、嘔吐、腹痛などです。 

■原因 

●細菌（腸炎ビブリオ、病原性大腸菌など） 

●ウイルス（ノロウイルス、ロタウイルス、腸管アデノウイルスなど） 

●寄生虫（クリプトスポリジウム、アメーバなど） 

■感染経路 

　汚染された水、食品から感染します。感染患者の便や嘔吐物が触

れた手や食べ物を介してヒトからヒトへ感染します。 

■予防 

　ウイルス性のものに対しては、流行期の手洗いと患者との濃厚な

接触を避けることが重要です。 

感染性胃腸炎とは 

■手洗いの励行 

　外から帰った時、トイレの後、調理の前、食事の前には、必ず石

けんで手を洗いましょう。 

■嘔吐物の処理 

　嘔吐したもの、便で汚れたものには、直接素手で触らないように

しましょう。また処理は手袋を使いましょう。 

■入浴 

　下痢のあるときには、シャワーだけにするか、入浴する順番を最

後にし、お尻は石けんをつけてていねいに洗いましょう。 

■その他 

　吐いたり、下痢症状があったりする時には、他の人とタオルなど

は共用しないようにしましょう。 

二次感染防止の注意点 

■料理の前、食事の前、トイレの後は、手指の洗浄消毒を確実に行い

ましょう。 

■まな板、包丁、ふきんなどはよく洗浄し、熱湯などで消毒しましょう。 

■食品を加熱調理する場合は、十分に加熱しましょう。（中心部８５度

１分以上） 

■水道水以外の飲料水は、煮沸して飲むようにしましょう。 

■２枚貝や生鮮魚類を生で食べる場合は、食品の生食用の表示（生食用、

刺身用）を確認しましょう。 

■下痢、嘔吐などの症状がある時には調理をしないようにしましょう。 

ノロウイルス食中毒の予防のポイント 

講師：親業訓練協会インストラ 
クター 下村亮子先生 

　生まれた赤ちゃんは母乳・ミルクを栄養に育ち、４～５か月頃になると、家族の食事

をじっとみて「わたしも食べたいな」という表情をし始めます。 

母乳やミルク以外の味をそろそろ食べさせてあげてください。 

（おもゆの炊き方） 

　米１：水１０の割合で１０倍がゆを炊き、こした汁。 

　最初はこぼしてしまう方が多いですが、少しずつ、無理強いしないで機嫌のいい時に

与えましょう。 

　お母さんも赤ちゃんも初めての経験、分からなくて当たり前。上手に食べてくれなく

て当然です。まずはお母さんがリラックスして、笑顔で話しかけゆっくり始めてください。 

　乳幼児健康教室を定期的に開催しています。ぜひ、ご参加ください。 

１月１３日（土）１１：００～ 

八千代図書館［おはなし会］ 

八千代人権福祉センター 

１月１３日（土）１４：００～ 

田園パラッツォ図書館 

［おはなしタイム］ 

田園パラッツォ 

１月１８日（木）１０：３０～ 

吉田図書館［おはなし会］ 

　吉田公民館２階 

１月２０日（土）１４：００～ 

甲田図書館［かみしばい会］ 

ミューズ 

図書館での　　　　 
おはなし会 

米（ご飯）と水を鍋にいれ 
火にかけ強火にする。 

沸騰したら弱火にし炊く。 火をとめて蒸らす。 

※おかゆの量が少ないとき、 
　なべが大きいとき、火加減 
　を弱くできないときは水の 
　量を多くする。 

※決してかきま 
　ぜない。 

〈目安〉 
１０倍がゆ　３０～４０分位 

（ご飯から炊く場合は 

　約半分の時間でよい） 

強　火 弱　火 

蒸らす 
　　↓ 

こす 

園　庭　開　放 
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健 康　いい カラダ 
栄  養  食のさんぽ道 

安芸高田市食生活改善推進協議会 

■と　き　１月１２日（金）・２２日（月）例会 

　　　　　午後７時～９時 

■ところ　吉田人権会館 

※詳しい内容は、お問い合わせください。 

健康あれこれ 

　腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことができ、

普段使わない筋肉の回復や維持・増進、肩こりや腰痛、膝

痛などの軽減や予防を図れます。 

■対象・とき　《甲田地域の方》２月１９日～３月２６日の毎

週月曜日　午前１０時～１１時【申込先】保健医療課また

は甲田支所市民生活課℡４５－５１２０　申込期限１月１８日

まで 

■ところ　たかみや湯の森　温水ウォーキングプール 

　※希望者は無料で送迎 

■定員　１７名（定員になり次第締切。なお、定員に余裕が

あれば対象地域以外からも参加可。） 

■料金　１,８００円 

　※温水プール使用料１回につき４００円は別料金。 

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
被
保
険
者

証
（
保
険
証
）
を
提
示
す
れ
ば
、
か
か
っ

た
医
療
費
の
一
部
の
負
担
で
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
残
り
の
費
用
は
国

保
が
負
担
し
ま
す
。 

 

■
自
己
負
担
の
割
合 

　
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
自
己
負
担
の
割
合

が
異
な
り
ま
す
。 

【
３
歳
未
満
】　
　
　
　
　
　
　
２
割 

【
３
歳
以
上
７０
歳
未
満
】　
　
　
３
割 

【
７０
歳
以
上
】　
　
　
　
　
　
　
１
割 

　
た
だ
し
、
７０
歳
以
上
で
現
役
並
み
の
所

得
者
は
３
割
と
な
り
ま
す
。 

 

■
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代 

　
入
院
中
の
食
事
代
に
か
か
る
費
用
の
う

ち
、
次
の
表
の
標
準
負
担
額
を
み
な
さ
ん

に
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
残
り
は
国
保
が

負
担
し
ま
す
。 

　
次
の
表
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は

「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
前
期
高
齢

者
（
低
所
得
Ⅰ
、
Ⅱ
）
の
方
は
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医

療
機
関
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
方
は
、
保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

※
療
養
病
床
に
入
院
す
る
７０
才
以
上
の
人

は
、
食
費
１
食
あ
た
り
４
６
０
円
・
居

住
費
１
日
当
た
り
３
２
０
円
を
負
担
（
低

所
得
者
な
ど
は
負
担
軽
減
）
し
ま
す
。 

 

■
審
査
で
決
定
す
る
と
療
養
費
と
し
て 

　
後
か
ら
支
給
さ
れ
る
場
合 

　
次
の
場
合
は
、
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
が
、
国
保
の
窓
口
へ
申
請

し
審
査
で
決
定
す
れ
ば
、
自
己
負
担
分
を

除
い
た
額
が
、
療
養
費
と
し
て
あ
と
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。 

※
費
用
を
支
払
っ
た
と
き
か
ら
２
年
を
過

ぎ
る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

○
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
代 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】 

・
保
険
証 

・
印
か
ん 

・
医
師
の
診
断
書
か
意
見
書 

・
領
収
書 

・
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の 

○
急
病
に
な
り
保
険
証
を
持
た
ず
に
診
療

を
受
け
た
り
し
た
と
き 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】 

・
保
険
証 

・
印
か
ん 

・
診
療
内
容
の
明
細
書 

・
領
収
書 

・
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の 

 

　
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
の
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
保
健
医
療
課
（
☎
４２
―

５
６
１
９
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

国
民
健
康
保
険（
国
保
）で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス 
国  保  

断酒会 広島断酒ふたば会　中村忠　℡４３－１６０５ 

 

　安芸高田市では、あなた自身や、あなたの大切な人

の尊い命を守るために、皆様に献血のご協力を呼び掛け、

安全な輸血用血液の確保に努めています。  

　特に冬は、風邪などで体調を崩す人が多く、献血者

が減少しがち。ほんの少しの勇気と大きな思いやりが、

誰かの生きるチカラにつながります。 

■献血場所・日時 

１2月２７日（水）午前９時３０分～1１時　甲田支所 

　1月３０日（火）午前９時３０分～1１時 

　　JA広島北部本店 

　1月３０日（火）午後１時～３時３０分 

　　吉田総合病院　南館ロビー 

たかみや湯の森　温水ウォーキング 
プール健康教室 保健医療課　℡４２－５６１９ 

 

保健医療課　℡４２－５６１９ 

 

はたちの献血キャンペーン（１月～２月） 

　１２月１２日、第４回目となる「健康あきたかた２１」

計画策定委員会が開催されました。今回は、今まで検

討してきた安芸高田市の健康課題について、今後具体

的に取り組むことや、

目標値等を協議しまし

た。 

　次回は、計画書の素

案について最終確認を

する予定です。 

めざそう！健康への道　第４回 
「健康あきたかた２１」計画策定委員会 

　食生活の豊かな時代、栄養素の中でカルシウム

が唯一不足していると言われています。女性は50

歳を過ぎると骨密度が年齢とともに低下します。 

　骨粗しょう症の予防は１日６００mg～８００mg

のカルシウムを摂取するのが目標とされています。

丈夫な骨づくりは毎日の食事、適度な運動、日光

浴が大切です。 

　私たちの周囲には、大豆製品、乳製品、緑黄色

野菜など、カルシウムを豊富に含んだ食品がたく

さんあります。いろいろな食品と組み合わせて摂

るようにこころがけ、便利なインスタント食品や

レトルト食品はカルシウムの吸収を低下させるの

でとりすぎには十分注意しましょう。 

　骨は、常に新しい細胞へと生まれかわっています。

毎日の食事の中にカルシウムを積極的に取り入れ

丈夫な骨づくりに努めましょう。 

あなたの骨は大丈夫？あなたの骨は大丈夫？あなたの骨は大丈夫？

 

　　　一　　般　（下記以外の方） 

・住民税非課税世帯 

・低　所　得　者　Ⅱ 
 

　　　　低　所　得　者　Ⅰ

１食２６０円 

１食２１０円 

１食１６０円 
 

１食１００円 

 

９０日までの入院 

９０日を超える入院 
（過去１２ヶ月の入院日数） 

※７０歳未満の方は「住民税非課税世帯」で判定。 

※７０歳以上の方は「低所得Ⅰ・Ⅱ」で判定。 

 

一　般 

退　職 

老　人 

安芸高田市 

20,937円 

28,753円 

59,210円 

県 平 均 

17,630円 

30,855円 

66,256円 

（１人あたりの費用額） 

平成１８年５月診療分 

《
七
草
が
ゆ
〜
七
草
の
い
わ
れ
〜
》 

　
せ
り
・
な
ず
な
・
ご
ぎ
ょ
う
・
は
こ
べ

ら
・
ほ
と
け
の
ざ
・
す
ず
な
（
か
ぶ
）
・

す
ず
し
ろ
（
大
根
）
が
春
の
七
草
で
す
。

七
草
が
ゆ
を
食
べ
て
無
病
息
災
を
願
う
風

習
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
七
草
に
は
、
薬
草
の
効
果
が
あ
り
、

新
年
の
ご
ち
そ
う
で
疲
れ
た
胃
腸
を
い
た
わ
り
、

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
の
豊
富
な
青
菜
で
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。 

《
七
草
が
ゆ
の
つ
く
り
か
た
》 

①
七
草
を
熱
湯
に
く
ぐ
ら
せ
て
、
細
か
く
切
る
。 

②
米
を
洗
い
ザ
ル
に
あ
げ
30
分
お
き
、
米

の
５
倍
の
水
を
入
れ
、
強
火
に
か
け
る
。 

③
沸
騰
し
た
ら
弱
火
で
煮
る
。 

④
煮
え
た
ら
七
草
を
加
え
、
塩
で
味
を
整
え
る
。 

※
食
生
活
の
ご
相
談
は
…
保
健
医
療
課
　
栄

養
士
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

げ
ん
き
の
み
な
も
と 

せり 

はこべら 

すずしろ 

ごぎょう 

すずな 

なずな 

ほとけのざ 

見
直
し
て
み
よ
う
！ 

日
本
の
知
恵
と
文
化
が
い
っ
ぱ
い 

詰
ま
っ
た
伝
統
的
な
食
文
化 

 

■材料　 

●高野豆腐…６０g　●●まいたけ…１２０ｇ 

●たまねぎ…４００ｇ　●●油…小さじ１杯

●塩…ふたつまみ　●●水…３００CC 

●コンソメ…１個 

●塩こしょう…少々 

●ピザ用チーズ…６０ｇ 

●パセリ…大さじ２ 

 

■作り方 

①高野豆腐は熱湯に浸し、通常より柔らかく戻し、小さめの一口大

に切る。まいたけは小房に分ける。玉ねぎは薄切りにする。 

②鍋に油を熱して玉ねぎを入れ、塩をふってあめ色になるまで炒める。 

③②に水とコンソメを入れ、まいたけと高野豆腐を加えて少し煮る。

（味をみて塩こしょうをする） 

④耐熱容器に③を注ぎ入れ、チーズをのせる。オーブントースター

でチーズに焦げ目がつく程度に焼く。焼き上がったらパセリをの

せる。 

高野豆腐のオニグラ（４人分） 
 

　
日
本
に
は
古
く
か
ら
伝
わ
る
行
事
や
食
文
化

が
あ
り
ま
す
。新
し
い
年
の
初
め
に
、日
本
の
伝

統
的
な
食
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 
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申
　
　
告 

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
e
ー

T
a
x
） 

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
確
定
申
告
を
パ
ソ
コ
ン
で
計
算
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
行
う
電
子
申
告
。

「
申
告
が
簡
単
に
行
え
る
」、「
休
日
・
夜

間
な
ど
時
間
に
関
係
な
い
」、「
家
に
い
な

が
ら
で
き
る
」、「
申
告
会
場
で
待
つ
必
要

が
な
い
」
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
説
明
会
を
１１
月
１５
日
、
市
役
所
で

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
約
６０
名
の

皆
さ
ん
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
な
が
ら

申
告
書
の
作
成
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

健　　　康 

ノロウイルスによる 
感染性胃腸炎に 
気をつけてください。 

定
　
　
　
住 

将
来
的
に
使
わ
な
い
空
き
家
は 

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
を 

お
願
い
し
ま
す 

　
近
年
、「
心
の
豊
か
さ
の
実
現
」
な
ど
、

国
民
の
価
値
観
の
多
様
化
を
背
景
に
、
都

会
で
暮
ら
す
人
の
一
部
に
「
田
舎
に
移
り

住
み
た
い
」
と
か
「
週
末
は
田
舎
で
ゆ
っ

く
り
過
ご
し
た
い
」
と
い
う
田
舎
志
向
が

急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
で
、
こ
の
安
芸
高
田
市
を
含
む
農

山
村
地
域
は
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

み
、
今
後
は
、
大
幅
な
人
口
の
減
少
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
定
住
対
策
・
人
口
増
対

策
は
急
務
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
定
住
対
策
の
一
環
と
し
て
、

田
舎
暮
ら
し
を
希
望
さ
れ
る
方
か
ら
特
に

問
い
合
わ
せ
の
多
い
「
空
き
家
」
の
情
報

提
供
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
将
来
的
に
も
使
わ
な
い
「
空
き
家
」
を

貸
し
た
り
、
売
っ
た
り
し
て
も
か
ま
わ
な

い
と
思
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
市
の
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
ま
す
と
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
希
望
者
に
情
報

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。 

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
商
工
観
光
課
　
℡
４７
│
４
０
２
４ 

詳しい、国税電子申告・納税システム（e-Tax）の情報はホームページ

（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。 

　
安
芸
高
田
市
を
は
じ
め
、
県
内
の
高
齢

者
施
設
を
中
心
に
感
染
性
胃
腸
炎
の
集
団

発
生
が
起
き
て
い
ま
す
。
感
染
性
胃
腸
炎

は
、
例
年
、
冬
場
に
か
け
て
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
流
行
が
み
ら
れ
ま
す
。
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
の
主
な
症

状
は
、
嘔
吐
、
下
痢
、
発
熱
な
ど
で
一
般

的
に
は
１
〜
２
日
で
症
状
は
軽
快
し
ま
す

が
、
感
染
力
が
高
い
点
が
特
徴
で
す
。
保

育
所
、
小
学
校
、
高
齢
者
施
設
な
ど
の
集

団
生
活
の
場
で
は
、
感
染
が
ひ
ろ
が
り
集

団
発
生
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
と
言
わ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
食
品
や
飲
料
水
を
介
し

て
感
染
し
ま
す
の
で
、
流
行
シ
ー
ズ
ン
は

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

　
安
芸
高
田
市
で
は
、
保
育
所
や
小
学
校

な
ど
市
立
の
施
設
に
む
け
て
、
事
案
が
発

生
し
た
際
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る

た
め
の
「
感
染
症
・
食
中
毒
等
に
関
す
る

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
定
め
て
、
集
団
感

染
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
嘔
吐
や
下
痢
症
状
が
あ
る
方
は
、
早
め

に
医
療
機
関
に
受
診
す
る
と
と
も
に
、
感

染
の
拡
大
防
止
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
特
に
小
さ
い
お
子
さ
ん
や
お
年
寄

り
は
、
嘔
吐
や
下
痢
で
脱
水
症
状
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
水
分
の
補
給

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
の
二
次
感
染
予
防
に
つ
い
て
は
、
１２
ペ

ー
ジ
「
子
ど
も
を
感
染
性
胃
腸
炎
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
開
始
時
期
は
２

月
１６
日
で
す
が
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
は
、
１
月
か
ら
税
務
署
へ
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が
還
付
に
な
る
場
合
と
し
て
、
マ

イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
し

た
場
合
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
、
年
の
途
中
で
退
職
し
再
就
職
し
て
い

な
い
場
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
災
害
や

盗
難
に
あ
っ
て
損
害
を
受
け
た
場
合
も
雑

損
控
除
な
ど
を
適
用
し
て
所
得
税
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
９
月
の
台
風
１３
号
に
よ
っ
て
住
宅
や
家

財
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、
吉
田
税
務
署
℡
４２
│
０
０
０
８
、
税

務
課
℡
４２
│
５
６
１
４
、
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

還
付
申
告
は
１
月
か
ら
受
付 

９
月
の
台
風
被
害
も
雑
損
控
除
で
申
告 

 

第一の予防は手洗いから 

情　報　化 

安芸高田市地域情報化 
推進懇談会が 
開催されました。 

　
安
芸
高
田
市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
情
報
通
信
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
、

地
域
の
情
報
化
を
促
進
し
、
地
域
社
会
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
「
安
芸

高
田
市
地
域
情
報
化
実
施
計
画
」
を
策
定

す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
社
会
の
各
分
野

に
お
け
る
情
報
化
の
必
要
性
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
安
芸
高
田
市

地
域
情
報
化
推
進
懇
談
会
を
設
置
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
懇
談
会
の
委
員
は
、
通
知
公
報
（
回

覧
）
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
募
か
ら

選
出
さ
れ
た
市
内
在
住
の
委
員
と
、
学
識

経
験
者
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く
県
立

広
島
大
学
経
営
情
報
学
部
の
吉
川
富
夫
教

授
の
１２
名
で
す
。 

　
第
１
回
目
の
懇
談
会
を
１２
月
８
日（
金
）

に
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
委
員
か

ら
地
域
情
報
化
に
む
け
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
１８
年
度
内
に
５
回
の

懇
談
会
を
開
催
し
、
実
施
計
画
へ
の
提
言

書
を
ま
と
め
、
市
長
へ
提
出
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
懇
談
会
の
内
容

（
議
事
録
）
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
き
ま
す
。 
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と
福
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募
　
集 

催
し
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■市役所本庁 
℡.42-2111㈹ 
（総務部、市民部、 
福祉保健部） 

■市役所第1分庁舎 
℡.42-5612 
（自治振興部） 
℡.47-4022 
（産業振興部） 

■市役所第2分庁舎 
℡.47-1201㈹ 
（建設部） 

■市役所第3分庁舎 
℡.42-0049㈹ 
（教育委員会） 

■消防本部 
℡.42-0931㈹ 

■八千代支所 
℡.52-2111㈹ 

■美土里支所 
℡.54-0311㈹ 

■高宮支所 
℡.57-0311㈹ 

■甲田支所 
℡.45-4111㈹ 

■向原支所 
℡.46-3111㈹ 

お役立ち 
情報 

男
女
共
同
参
画 

リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト 

　
男
女
で
と
も
に
取
り
組
む
地
域

づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。 

【
市
全
体
講
座
】 

■
講
師
　
元
日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
　
石
川
牧
子
さ
ん 

■
テ
ー
マ
　
自
分
ら
し
く
生
き
る

１
秒
の
重
さ 

■
日
程
・
会
場
　
２
月
４
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜 

　
田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
（
高
宮
町
） 

■
入
場
料
　
無
料 

【
リ
レ
ー
講
座
】 

■
講
師
　
広
島
文
教
女
子
大
学
助

教
授
　
吉
田
あ
け
み
さ
ん 

■
テ
ー
マ
　
男
女
共
同
参
画
施
策

を
地
域
の
活
性
化
に
活
か
す 

■
日
程
・
会
場
　
１
月
27
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜 

　
八
千
代
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
２
月
24
日（
土
）午
後
１
時
〜 

甲
田
若
者
定
住
セ
ン
タ
ー 

ミ
ュ
ー
ズ 

　
２
月
24
日（
土
）

 

　
　
午
後
３
時
30
分
〜 

　
　
吉
田
人
権
会
館 

　
３
月
17
日（
土
）午
後
１
時
〜 

　
　
向
原
若
者
セ
ン
タ
ー 

　
３
月
17
日（
土
）

 

　
　
午
後
３
時
30
分
〜 

　
　
美
土
里
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー 

■
受
講
料
　
無
料 

※
申
込
締
切
は
、
各
講
座
開
催
の

１
週
間
前
ま
で
。 

人
権
推
進
課 

42
・
1
1
2
6

第
２１
回
青
少
年
の
声
を
聞
く
会 

向
原
支
所
市
民
生
活
課 

46
・
3
1
1
3

県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校 

４
月
入
校
の
訓
練
生
を
募
集
 

　
平
成
19
年
度
訓
練
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。 

■
受
付
期
間
　
２
月
16
日
（
金
）

ま
で 

■
訓
練
科
目
　
▼
自
動
車
整
備
科

▼
建
築
科
　
▼
エ
ク
ス
テ
リ
ア

左
官
科
　
▼
溶
接
技
術
科
　
▼

Ｏ
Ａ
事
務
科 

　
詳
し
く
は
県
立
三
次
高
等
技
術

専
門
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

■
八
千
代
の
丘
美
術
館 

　
彫
刻
教
室
作
品
展 

　
１
月
６
日（
土
）〜
１
月
29
日（
月
） 

　
第
４
期
入
館
作
家
沖
田
利
紀
さ

ん
の
指
導
に
よ
る
教
室
の
作
品
展
。 

※
開
館
時
間
は
午
前
10
時
〜
午

後
５
時（
毎
週
火
曜
日
休
館
） 

※
入
場
料
　
無
料 

八
千
代
の
丘
美
術
館 

セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展 

芸
術
農
園「
四
季
の
里
」八
千
代 

の
丘
美
術
館 

52
・
3
0
5
0

芸
北
地
域
保
健
所 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
 

（
0
8
2
）8
1
4
・
3
1
8
1

■
と
き
・
と
こ
ろ
　
１
月
16
日（
火
） 

　
午
前
９
時
〜
11
時
　
芸
北
地

域
保
健
所
（
要
電
話
予
約
） 

■
料
金
　
無
料
（
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
） 

サンフレッチェ広島 
ユース 

日 月 火 水 木 金 土 

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24 

31

4 

11 

18 

25

５ 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

1月　試合・練習予定 

は吉田サッカー公園 

は吉田運動公園 

練 習 

※練習時間は午後4時３０分～
7時。       
※練習予定は変更になる場合
があります。吉田サッカー
公園にご確認ください。 

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

■
１
月
か
ら
始
ま
る
講
座 

パ
ソ
コ
ン
基
礎
・
エ
ク
セ
ル
基
礎
・

ワ
ー
ド
実
践
（
昼
）・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト（
昼
）・
接
遇
対
応
訓
練 

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
締
切
り
。 

（
開
催
日
・
時
間
・
定
員
・
受
講

料
な
ど
は
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。） 

各
種
訓
練
・
講
座
受
講
者
募
集 

（
0
8
2
4

0
8
2
4
）62
・
8
5
0
0

8
5
0
0

（
0
8
2
4
）62
・
8
5
0
0

（
0
8
2
4
）62
・
3
4
3
9

■
と
き
　
　
１
月
27
日（
土
） 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜 

■
と
こ
ろ
　
向
原
公
民
館
講
堂 

■
内
容
　 

○
向
原
小
学
校
、向
原
中
学
校
、向

原
高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒
に

よ
る
意
見
発
表
　 

○
活
動
発
表
　 

○
講
演
会 

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）・

救
急
法
講
習
会
　
参
加
者
募
集 

み
つ
や
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

事
務
局(

吉
田
運
動
公
園
内)

■
と
き
　
　
１
月
20
日（
土
）　 

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜 

■
と
こ
ろ
　
吉
田
運
動
公
園 

　
　
　
　
　（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
室
） 

　
み
つ
や
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

救
急
法
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

従
来
の
心
肺
蘇
生
法
や
応
急
処
置

だ
け
で
な
く
、
自
動
体
外
式
除
細

動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
使
用
方
法
を
教

え
ま
す
。
一
般
の
方
も
参
加
で
き

ま
す
。 

　
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、み

つ
や
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務

局
ま
で
。 

平成１９年度 

安芸高田市消防職員募集 
消防本部総務課　　42・0931

■採用予定　消防吏員・若干名 

■受験資格　昭和５８年４月２日から平成元年４月

１日までに生まれた人。学歴は問いません。 

※受験できない場合がありますのでご確認ください。 

■第１次試験　１月２１日（日）　高等学校卒業程度 

■試験場所　安芸高田市消防本部 

■受験願書等　消防本部総務課または市役所総務

課人事給与係で受取るほか、消防本部ホームペ

ージからもダウンロードすることができます。 

■受付期間　１月９日まで、持参または郵送《郵

送の場合平成１９年１月９日消印有効》 

　※インターネットによる申込はできません。 

　その他詳細は、消防本部総務課へお問い合わせ

ください。 

ホームページアドレスhttp://www.akitakata.jp/119/

1 月の相談
安全　安全相談 

■とき／月曜～金曜8：30～17：00■相談員／安全推進室職員■ところ・

問い合わせ／安全推進室　℡42－1143 

 
消費生活　消費生活相談 

■とき／毎週水曜日9：00～16：00■相談員／消費生活相談員■ところ・

問い合わせ／安全推進室　℡42－1143 

 
子育て　家庭児童相談 

■とき／月曜～金曜8：30～17：00■相談員／家庭児童相談員■ところ・

問い合わせ／社会福祉課　℡42－5615 

 
くらし・心配ごと　心配ごと相談・行政相談・人権相談 
【吉田会場】■とき／18日（木）10：00～15：00■相談員／民生児童委員・

行政相談委員・人権相談員・人権擁護委員■ところ・問い合わせ／吉田

人権会館　℡42－2826 

【高宮会場】■とき／9日（火）・16日（火）・23日（火）・30日（火）18：00～

20：00■相談員／民生児童委員・行政相談委員・社協高宮支所長・人権

相談員・人権擁護委員・行政職員■ところ・問い合わせ／たかみや人権

会館　℡57－1330 

【甲田会場】■とき／15日（月）・22日（月）13：30～15：30■相談員／行

政相談委員（15日）・人権擁護委員（22日）・民生児童委員■ところ・問い

合わせ／ふれあいセンターこうだ相談室　℡45－4939 

 
行　政　行政相談 
【八千代会場】■とき／29日（月）13：00～15：00■相談員／行政相談委

員■ところ／八千代保健センター 

【美土里会場】■とき／25日（木）9：00～12：00■相談員／行政相談委

員■ところ／北生公民館 

【向原会場】■とき／9日（火）9：00～11：00■相談員／行政相談委員■

ところ／向原若者センター 

※吉田・高宮・甲田地区の行政相談は、くらし・心配ごと相談に含まれ

ます。 

 
ひきこもり　事前連絡必要・予約制・秘密厳守 

■とき／24日（水）13：30～15：30■ところ・問い合わせ／芸北地域保

健所保健課　℡（082）814－3181

１
月
１
日
（
祝
） 

徳
永
医
院
（
甲
田
町
） 

　【
内
科
・
外
科
】℡
45-

２
０
３
２ 

１
月
２
日
（
火
） 

白
川
医
院
（
向
原
町
） 

【
内
科
】
℡
46-

２
０
４
１ 

１
月
３
日
（
水
） 

佐
々
木
医
院
（
向
原
町
） 

【
外
科
・
胃
腸
科
】℡
46-

２
０
６
５ 

１
月
７
日
（
日
） 

八
千
代
病
院
（
八
千
代
町
） 

【
内
科
】
℡
52-
３
８
３
８ 

１
月
８
日
（
祝
） 

佐
々
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
吉
田
町
） 

【
内
科
・
小
児
科
】℡
43-
１
１
１
１ 

１
月
14
日
（
日
） 

平
岡
医
院
（
甲
田
町
） 

【
外
科
】
℡
45-

２
０
０
２ 

１
月
21
日
（
日
） 

佐
々
部
診
療
所
（
高
宮
町
） 

【
内
科
】
℡
57-

０
０
２
２ 

１
月
28
日
（
日
） 

え
の
き
ク
リ
ニ
ッ
ク（
吉
田
町
） 

【
内
科
・
外
科
】℡
47-

０
１
１
１ 

【
休
日
・
夜
間
】
２４
時
間
対
応 

高
田
地
区
休
日
夜
間
救
急
診
療
所 

〔
吉
田
総
合
病
院
〕（
吉
田
町
） 

【
救
急
診
療
所
】℡
４２-

０
６
３
６ 

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
出
か
け
る
前
に
医
療

機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

休
日
・
夜
間
当
番
医 

《
休
日
》

休
日
》午
前
９
時
〜
午
後
６
時

午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

《
休
日
》午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
優
勝
祈

願
を
も
り
あ
げ
る
武
者
を
募
集 

　
今
年
も
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

の
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が

来
シ
ー
ズ
ン
の
優
勝
を
祈
願
し
に

清
神
社
に
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

祈
願
を
も
り
あ
げ
る
武
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

■
と
き
　
祈
願
１
月
25
日
（
木
） 

　
　
　
　
午
前
11
時
15
分
〜 

■
と
こ
ろ
　
清
神
社 

■
役
割
　
よ
ろ
い
を
ま
と
っ
て
選

手
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
を
出

迎
え
。
神
事
に
参
加
。
記
念
撮

影
。 

■
申
込
　
１
月
15
日
（
月
）
ま
で

に
生
涯
学
習
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 

※
詳
し
い
内
容
は
生
涯
学
習
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

生
涯
学
習
課 

42
・
0
0
5
4

42
・
1
0
1
0

（吉田サッカー公園℡42－1600） 
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三
次
社
会
保
険
事
務
所 

　
国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
持

っ
て
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で

す
。
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
人
が
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
加
入
の
手
続
き
は
、
自
営
業
者
、

学
生
な
ど
は
市
の
国
民
年
金
担
当

窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
、
ま
た
は
こ

の
人
た
ち
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
は
、
勤
務
先
を
経
由
し
て
行

い
ま
す
。 

　
国
民
年
金
保
険
料
を
き
ち
ん
と

納
め
、
ま
た
は
免
除
を
う
け
た
人

が
生
涯
に
わ
た
り
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
り
、
一
家
の
支
え

手
が
な
く
な
っ
た
り
し
た
と
き
に

も
年
金
を
受
け
ら
れ
、
思
い
が
け

な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。 

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

の
加
入
手
続
き
を 

（
0
8
2
4
）62
・
3
1
0
7

三
次
社
会
保
険
事
務
所 

国
民
年
金
保
険
料
を 

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き 

（
0
8
2
4
）62
・
3
1
0
7

お役立ち 
情報 

47
・
1
2
0
4

水
道
を
凍
結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う 

水
道
課 

47
・
1
2
0
3

■
留
守
の
家
や
集
会
所 

家
を
し
ば
ら
く
留
守
に
す
る
場

合
や
集
会
所
な
ど
で
は
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
止
水
栓

を
閉
め
て
、
水
抜
き
栓
か
低
い

場
所
に
あ
る
蛇
口
を
開
け
て
水

道
管
に
あ
る
水
を
抜
い
て
く
だ

さ
い
。 

■
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら 

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
か
ぬ
る
ま
湯

を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
、
気
長
に

解
か
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
止

水
栓
を
ま
ず
閉
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
市
指
定
給
水
装
置
工

事
店
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。 

※
な
お
、
凍
結
に
よ
り
壊
れ
た
水

道
の
修
理
代
お
よ
び
漏
れ
た
水

道
料
金
は
利
用
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
の
で
管
理
を
十
分
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、水
道
管
・
給
湯
器
な
ど
が

凍
結
に
よ
り
壊
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

■
凍
結
を
防
ぐ 

水
道
管
や
蛇
口
を
乾
い
た
毛
布

な
ど
で
保
温
し
て
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
で
覆
っ
て
く
だ
さ
い
。 

■
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー 

凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
が
設
置
し

て
あ
る
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
コ

ン
セ
ン
ト
に
さ
し
、
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

お
知
ら
せ 

　このおよろこびとおくやみは掲載を承認された方のみ掲載しています。市
外で届けられた方で名前の掲載を希望される方は、企画課☎４２ー５６１２まで
ご連絡ください。 

（ 　）の数値は前年同月数値。 

１月の納税  

納期限：1月31日 

市の人口  

平成１８年１２月１日　現在 

総人口 

男 

女 

世帯数 

市県民税 
 
国民健康保険税 

4期 
 

7期 

３３,４００人　 

１６,０５７人　 

１７,３４３人　 

１３,１７９世帯 

およろこび 

地　域 名　　　前 性別 地　域 名　　　前 性別 

地　域 名　　　前 歳 地　域 名　　　前 歳 

（敬称略） 

男 

女

女 

男 

男 

女

女 

女 

男 

女 

女

女 

男 

女 

男 

吉 田 町  

 

 

 

 

 

 

 

 

八千代町 

 

 

美土里町 

 

甲 田 町  

大丸　秋義 

近永　数馬 

金川　君江 

米重トミヱ 

三宅　睦子 

蜂須賀　貢 

下津江三平 

森新ヲシデ 

山　コトミ 

児玉　　秋 

奥崎　照之 

鑑次元ハヤミ 

本田　年子 

安岡フジエ 

赤川　淡次 

加藤シズエ 

谷本サカヱ 

戸田アキヱ 

上田千鶴子 

拜志　竹子 

　下　二郎 

迫田八重子 

　杉ヨシミ 

下田　仲代 

矢 木 　 茂  

沖田ハナ子 

小山　民夫 

高岡　重男 

中元　繁男 

小野　正彦 

小丸　　一

有岡　照雄 

佐々木ユキコ 

79 

85 

73 

98 

85 

70 

93 

96 

95 

75 

79 

97 

83 

83 

90 

89 

80 

92 

49 

73 

78 

84 

84 

70 

85 

80 

80 

91 

93 

96 

90 

74 

98

吉 田 町  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八千代町 

 

 

美土里町 

 

 

 

高 宮 町  

 

 

 

甲 田 町  

 

 

 

 

 

向 原 町  

（敬称略） 

おくやみ  

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
は
公
的

証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す 

市
民
生
活
課 

42
・
5
6
1
6

製
造
事
業
者
の
皆
さ
ん
、工
業
統
計

調
査
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

企
画
課 
42
・
5
6
1
2

　「
住
基
カ
ー
ド（
写
真
付
き
カ
ー

ド
）」は
、
公
的
な
証
明
書
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
暮
ら
し
の
場
で
活
用

で
き
ま
す
。 

■
こ
ん
な
時
に
便
利 

●
銀
行
口
座
の
新
規
開
設
の
と
き 

●
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
の
と
き 

●
書
留
郵
便
の
受
け
取
り
の
と
き 

●
行
政
機
関
の
個
人
情
報
開
示
請

求
の
と
き 

●
戸
籍
の
届
出
の
と
き 

●
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
非
課
税
の

証
明
の
と
き 

●
利
子
・
配
当
・
償
還
金
の
受
け

取
り
の
と
き 

●
特
定
口
座
開
設
届
出
書
提
出
の

と
き 

●
外
国
へ
向
け
て
の
支
払
い
な
ど

特
定
為
替
取
引
の
と
き 

●
障
害
者
な
ど
の
小
額
預
金
利
子

所
得
非
課
税
の
申
請
の
と
き 

※
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
は
法
律

で
も
本
人
確
認
書
類
と
さ
れ
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活

用
で
き
ま
す
。 

　
法
律
の
改
正
で
平
成
19
年
４
月

１
日
以
後
は
10
万
円
を
こ
え
る
現

金
で
の
振
り
込
み
は
、
金
融
機
関

な
ど
の
窓
口
で
本
人
確
認
資
料
の

提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
市
民
部
市
民
生
活

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。 

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

12
月
に
配
布
し
た
調
査
票
を
１
月

か
ら
調
査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。 

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た

内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
数
字
な
ど

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

経
済
産
業
省
・
広
島
県
・
安
芸
高

田
市 

　
安
芸
高
田
市
で
は
、
下
水
道
な

ど
の
集
合
処
理
と
浄
化
槽
の
個
別

処
理
の
事
業
で
、
環
境
汚
染
の
原

因
と
な
る
生
活
排
水
を
き
れ
い
に

し
て
い
ま
す
。 

　
２
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
度
に

浄
化
槽
設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
の

申
込
の
受
付
を
行
い
ま
す
。 

■
受
付
先
　
下
水
道
課
ま
た
は
各

支
所
業
務
管
理
課 

■
必
要
な
物
　
印
鑑 

　
区
域
の
詳
細
は
、
下
水
道
課
ま

た
は
各
支
所
業
務
管
理
課
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。 

下
水
道
課 

２
月
１
日
か
ら
平
成
１９
年
度
浄
化

槽
設
置
の
申
込
を
受
け
付
け
ま
す 

20
歳
以
上
の
学
生
…
在
学
中
の
保

険
料
の
納
付
の
期
限
が
延
ば
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。 

20
歳
か
ら
30
歳
の
若
年
者
（
学
生

以
外
）
…
同
居
し
て
い
る
世
帯

主
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
本

人
と
配
偶
者
の
所
得
要
件
で
保

険
料
の
納
付
の
期
限
が
延
ば
さ

れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。 

自
営
業
・
無
職
の
方
…
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。 

（
追
納
制
度
と
は
、
保
険
料
の
免

除
や
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
に
、

後
で
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
付
で
き
る
制
度
で
す
。

追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
将
来
受

け
る
年
金
額
が
増
え
ま
す
。） 

環
境
と
生
活 

下
水
道
課 

平
成
１９
年
度
か
ら
下
水
道
の

分
担
金
な
ど
を
統
一
し
ま
す
 

　
現
在
の
下
水
道
な
ど
の
分
担
金

は
旧
町
の
例
に
よ
り
徴
収
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
19
年
度
か
ら

安
芸
高
田
市
内
で
統
一
し
ま
す
。

（
一
部
地
域
を
除
く
） 

■
公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落

排
水
事
業
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

プ
ラ
ン
ト
整
備
事
業
で
整
備
し

た
一
般
家
庭
の
場
合 

47
・
1
2
0
4

■
浄
化
槽
整
備
事
業
で
整
備
し
た

一
般
家
庭
の
場
合 

浄
化
槽
１
基
当
た
り
22
万
円
の

負
担
。 

下
水
道
・
集
落
排
水
な
ど
へ
の
加

入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ご
不
明
な
点
は
下
水
道
課
ま
た

は
各
支
所
業
務
管
理
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

下水道整備負担表 

１ 

２ 

３ 

４ 

供用開始から 
納付期間 

負 担 額 
（公共枡１個当たり） 

１年以内で全額納付 

２年以内で全額納付 

３年以内で全額納付 

３年をこえての全額 
納付 

２２万円 

２５万円 

２８万円 

３０万円 

１～３は、３年以内に排水設備工事を完了 
した場合が対象。 

赤川　瑛音 

植田　愛美 

山根　美緒 

西野　結人 

森行　恵聖 

石田　芽衣 

道方愛果梨 

分田　美優 

佐々木涼伍 

駄阿　佑水 

小野　美月 

中村　紅子 

玉利　　蓮 

山岡　愛奈 

石橋　　健 

えいと  

まなみ  

み　お  

ゆいと  

けいしょう 

め　い  

あ　か　り 

み　ゆ  

りょうご 

ゆみな  

みづき  

あかね  

れん  

あいな  

たける 

　戦没者などの遺族に特別弔慰金（額面４０万円　１０年

償還）が支給されています。 

■対象者 

戦没者などの死亡当時の遺族で、平成１７年４月１日に、

公務扶助料や遺族年金などを受ける方がいない場合に、

遺族一人が請求できます。 

※請求順位があります。 

※詳しくは県庁社会援護室℡０８２－５１３－３０３５または

市役所の請求窓口へお問い合わせください。 

■請求窓口 

社会福祉課または各支所市民生活課 

■請求期限 

　平成２０年３月３１日 

※既に請求手続きを済まされている方は、国庫債券交付

まで今しばらくお待ちください。 

戦没者の遺族の皆さん、 
　　第８回特別弔慰金の請求手続きは 
お済みでしょうか？ 

戦没者の遺族の皆さん、 
　　第８回特別弔慰金の請求手続きは 
お済みでしょうか？ 

社会福祉課　℡４２－５６１５ 

（ ３３,７６３人） 

（１６,２４４人） 

（１７,５１９人） 

（１３,０４７世帯） 

■とき　１月２８日（日） 
正午 開場 
午後０時３０分 開演 
■ところ 
　田園パラッツォ 
　文化ホール 
■料金　入場無料 
■出演団体　高宮町内
の子ども神楽団体と
安芸高田市内の子ど
も神楽１団体 

第7回新春 高宮 
子ども神楽発表大会 
 高宮教育分室　 
　　　　　℡57－1803 
 

犬・猫の引き取り
市民生活課　☎42－5616または各支所市民生活課 

1月11日（木）　9：00／高宮支所　9：30／来原コミュニティ 

1月17日（水）　9：30／市役所本庁　10：00／向原支所 

センター　10：00／美土里支所　10：50／八千代Ｂ＆Ｇ海洋センター　11：35／甲田支所 

 



お役立ち 
情報 

23 22

図書館からのお知らせとおすすめの本 

宇宙開発機構の職員から公立高校の教師になった
著者が、実際に大阪の府立高校で開いた“宇宙授業”
が本になりました。「宇宙人はいるの？」「星は幾
つある？」などの素朴な疑問に、やさしい言葉と
ほのぼのした絵で答えてあります。宇宙って、不
思議でおもしろい！ 

K・ヒル／作　宮木陽子／訳　 　　　 

朝倉めぐみ／絵（あかね書房） 

★田園パラッツォ図書館 

みや　ぎ　よう　こ 

あさ　くら 

★甲田図書館 

【移動図書】1月18日（木）北・生桑地
区　1月25日（木）横田・本郷地区 

佐伯紅緒／著（世界文化社） 

中川人司／著（サンクチュアリ出版） 

【おはなし会】1月18日（木）午前10時
30分～午前11時 吉田公民館２階和室 

【移動図書】1月25日
（木）佐々部・川根地区　1月26日（金）船木・佐々部（信木）・
羽佐竹・来女木地区【おはなしタイム】1月13日（土）午
後2時～　田園パラッツォ 

★八千代図書館 
 

新しい先生がやってきた。今度の先生は、今まで
とちょっとちがう…。アラスカに住む、１２人の
生徒にとって、忘れることのできない日々が始ま
った。 

「私の運命は、わたしの力で変えてみせる。」主人
公は平凡な派遣ＯＬ。ふとしたきっかけで会社の
機密データを手にした彼女は、新たな人生を決意
する。恋に、仕事に、友情に果敢に立ち向かう女
性を描く。 

『エンドレス・ワールド』 

中村桂子／著（創元社） 

さえき　べに　お 

なか　がわ ひと　し 

約３７年間、家庭裁判所調査官として勤務した著者。
その中で出会った数々の事例から１０のケースをつ
づる。各事例を通して感じたこと、そして次代の
家裁調査官に伝えたいこととは…。 

『家裁調査官のこころの風景』 

Ｅ．Ｂ．ホワイト／著　ガース・ウィリアムズ／絵 
さくまゆみこ／訳（クレヨンハウス） 

平成１８年１２月下旬に公開される映画『シャーロ
ットのおくりもの』。そこに登場する、こぶたのウ
ィルバーや、くものシャーロットなど、農場に暮
らす動物達の「ことば」を集めた翻訳絵本です。 

東條真千子／著（インフォレスト） 
とうじょう　ま　ち　こ 

寒いときにはこの本で体の芯から温まりましょう。
「クマのプーさん」や「ぐりとぐら」など、絵本に
登場するスープのレシピをご紹介。子どもと一緒
に作って、食べたいスープが満載です。絵本もス
ープも子どもたちに好きになってもらえるとうれ
しいです。 

『宇宙授業』 

★美土里図書館 

『こんにちはアグネス先生 
　─アラスカの小さな学校で─』 

【移動図書】1月12日（金）・26日（金）
小田小学校/午後1時5分～午後1時35分　小原保育所
/午後4時～午後4時30分　ケアハウス甲田/午後４時
30分～午後5時【かみしばい会】1月20日（土）午後2時
～　　　午後3時　ミューズ 

★吉田図書館 
 

『絵本の中のおいしいスープ』 

なかむらけい　こ 

42
・
0
0
0
8

税
務
職
員
を
装
っ
た 

「
振
り
込
め
詐
欺
」に
ご
注
意 

吉
田
税
務
署 

　
税
務
職
員
を
装
い
、
現
金
自
動

預
け
払
い
機（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）を
操
作
さ

せ
振
込
み
を
行
わ
せ
る
「
振
り
込

め
詐
欺
」
に
よ
る
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。 

　
税
務
職
員
が
納
税
者
の
皆
さ
ん

に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
す
る
場

合
は
、
提
出
さ
れ
て
い
る
申
告
書

な
ど
を
も
と
に
そ
の
内
容
を
本
人

に
確
認
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
税
務
署
や
国
税
局
で
は
、 

１
還
付
金
受
け
取
り
の
た
め
に
金

融
機
関
な
ど
の
現
金
自
動
預
け

払
い
機（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）の
操
作
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

２
国
税
の
納
税
の
た
め
に
金
融
機

関
の
口
座
を
指
定
し
て
振
込
み

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

３
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
は
設

置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

　
不
明
な
点
は
、
税
務
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

【おはなし会】1月13日（土）午前
11時～午前11時30分　【読書会】1月13日（土）午後1
時30分～午後3時30分　いずれも八千代人権福祉
センター研修室　【移動図書館さわやか号】根野地区
1月17日（水）　刈田地区1月18日（木） 

★向原図書館 

│
い
に
し
え
の
安
芸
高
田
物
語

│
 

筆
・
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
　
学
芸
員
　
川
尻
　
真 

三
十
二
 

そ
の
 

安
芸
高
田
市
の
歴
史
を
た
ど
る 

中
世
安
芸
高
田
を
伝
え
る
 

中
世
安
芸
高
田
を
伝
え
る
 

編
集
後
記 

　
吉
田
町
多
治
比
の
小
高
い
尾
根
（
比
高

約
６０
ｍ
）
の
先
端
に
位
置
す
る
男
山
神
社

は
、
社
伝
に
よ
る
と
毛
利
元
就
の
長
男
・

隆
元
が
、
天
文
１６
年
（
１
５
４
７
年
）、
鎌

倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
を
勧
請
し
創
建
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
元
亀
４
年
（
１

５
７
３
年
）
に
隆
元
の
息
子
・
輝
元
が
本

殿
を
再
建
し
た
時
の
棟
札
が
現
存
し
て
い

ま
す
。
こ
の
神
社
か
ら
多
治
比
川
を
挟
ん

だ
南
側
に
は
国
史
跡
・
多
治
比
猿
掛
城
跡

が
あ
り
ま
す
。
神
社
の
あ
る
尾
根
の
西
方

に
は
堀
切
（
註
１
）
跡
が
残
っ
て
お
り
、

神
社
の
あ
る
一
帯
の
地
は
、
創
建
前
後
の

時
期
に
多
治
比
猿
掛
城
の
出
城
的
性
格
の

城
が
置
か
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

　
さ
て
、
こ
の
男
山
神
社
は
毛
利
氏
の
創

建
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
に
関
係
す
る

中
世
期
の
文
化
財
を
多
く
伝
え
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
う
ち
最
も
象
徴
的
と
も
い
え
る
の

が
、
毛
利
氏
の
家
紋
「
一
字
三
星
紋
」
を

彫
り
出
し
た
蟇
股
（
註
２
）
で
す
。
現
在

の
本
殿
（
享
保
９
年
‥
１
７
２
４
年
建
立
）

の
正
面
入
口
上
に
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の

で
、
幅
９９
・
０
㎝
、
高
さ
２７
・
９
㎝
、
厚
さ

３.５
㎝
。
丸
ノ
ミ
の
削
り
目
を
そ
の
ま
ま
残

し
な
が
ら
、
若
葉
と
毛
利
氏
家
紋
を
浮
彫

り
と
す
る
、
こ
の
技
法
か
ら
み
て
、
天
文

１６
年
の
創
建
時
か
元
亀
４
年
再
建
時
の
古

い
部
材
と
み
ら
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
に
本

殿
を
再
建
す
る
際
、
毛
利
氏
の
家
紋
を
残

す
こ
の
部
材
の
み
を
再
利
用
し
た
も
の
で

す
。
な
お
、
こ
の
蟇
股
は
、
保
存
の
た
め

に
現
在
、
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
託

さ
れ
、
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

註
１:

山
城
で
尾
根
続
き
の
郭
を
防
御
す

る
た
め
に
尾
根
筋
に
対
し
直
交
し

て
掘
っ
た
Ｖ
字
状
の
堀
。
　 

註
２:

和
様
の
社
寺
建
築
に
み
ら
れ
る
中

備
の
装
飾
部
材
で
、
蛙
の
脚
の
よ

う
な
形
状
。 

 

参
考
文
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・『
高
田
郡
史
』
上
巻
（
昭
和
４７
年
） 

・『
吉
田
町
の
社
寺
建
築
』（
平
成
１４
年
） 

毛
利
隆
元
の
祈
願
所
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男
山
神
社
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毛
利
隆
元
の
祈
願
所
・
男
山
神
社
（
一
） 
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１８
年
度
の
地
域
営
農
支
援
事
業

の
申
請
の
締
切
が
迫
っ
て
い
ま
す
。 

地
域
営
農
課 

　
機
械
や
施
設
の
導
入
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
地

域
営
農
支
援
制
度
。
平
成
18
年

度
の
申
請
は
１
月
25
日
ま
で
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

■
対
象
　
【
機
械
】
ト
ラ
ク
タ
ー
、

田
植
機
、コ
ン
バ
イ
ン
、乾
燥
機

【
施
設
】米
穀
集
荷
乾
燥
調
整
施

設 

■
対
象
者 

▼
水
田
５
ha
以
上
経
営
し
て
い
る

認
定
農
業
者
な
ど
（
う
ち
２
ha

以
上
利
用
権
設
定
） 

　
【
機
械
】
費
用
の
20
％
以
内
。

上
限
は
50
万
円
。
【
施
設
】
補

助
は
費
用
の
20
％
以
内
。
上

限
は
２
０
０
万
円
。 

▼
水
田
３
ha
以
上
経
営
し
て
い
る

農
業
者
な
ど
（
う
ち
１
ha
以
上

利
用
権
設
定
） 

【
機
械
】
補
助
は
費
用
の
15
％

以
内
。
上
限
は
30
万
円
。
【
施

設
】
補
助
は
費
用
の
15
％
以
内
。

上
限
は
１
５
０
万
円
。 

▼
集
落
営
農
組
織 

【
機
械
】
補
助
は
費
用
の
20
％

以
内
。
上
限
は
50
万
円
。
【
施

設
】
補
助
は
費
用
の
20
％
以

内
。
上
限
は
２
０
０
万
円
。 

『いつだってそばに Wit＆Wisdom from 
　　　　　　　　　　シャーロットのおくりもの』 

先
月
、
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
で
「
吉
田

百
人
一
首
」
写
本
を
見
た
折
り
に
、
高
校

時
代
の
授
業
で
覚
え
て
カ
ル
タ
取
り
の

競
技
を
し
た
り
し
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
勢
い
で
携
帯
ゲ
ー

ム
機
用
の
「
百
人
一
首
」
ソ
フ
ト
を
買
い

ま
し
た
。
百
人
一
首
は
好
き
で
本
は
持
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
ゲ
ー
ム
機
の
い
い
と

こ
ろ
は
、一
人
で
も
競
技
が
で
き
る
こ
と
。

や
っ
て
み
る
と
昔
は
覚
え
て
い
た
歌
を

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ち
ょ
っ
と
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。（
山
中
） 

神
楽
門
前
湯
治
村
の
キ
ッ
チ
ン
蔵
で
イ

タ
リ
ア
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。お
店
に

入
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
の
は
「
お
は
し
」

が
用
意
し
て
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。中
学

生
の
と
き
に
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
習
っ

て
い
ま
し
た
。ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
を
一

応
は
使
え
る
と
思
い
ま
す
…
。
た
だ
、
た

だ
上
手
に
使
え
な
い
の
で
す
。ど
う
も
緊

張
し
ま
す
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
こ
れ
ま

で
は
ど
う
も
足
が
遠
の
い
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
肩
の
力
を
抜
い
て
、は
し
で
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
戸
田
） 

友
達
が
居
酒
屋
を
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で

食
べ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。料
理
は
と
て

も
お
い
し
く
、
お
客
さ
ん
も
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
ま
し
た
。笑
顔
が
と
て
も
か
わ

い
い
彼
女
が
元
気
に
働
く
姿
を
見
て
、

か
っ
こ
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。（
松
村
） 

い
ち
　
じ
　
み
つ
ぼ
し
も
ん
 


